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Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800(実用新案申請中）
SCP-800冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に遍r
します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の属

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適咽

です。

、i•囀
• 大容口のペルチェ素子使用
●ゲルプレートを直接冷却

• 高性能パワーサプライ内蔵
●完全密閉で極めて安全

• 2枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

“狙繭¥ti1三，
• SSCP 
• SOS PAGE 
• NATIVE PAGE 
• 口NA PAGE 
• ポリペプチド分離
• ウエスタンブロッティング（アダブター発売予定

tl!:界最品の品質をご試用Fさい
電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 
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リセップ ゲル

¥18,500/10枚
発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGE. 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにクレート

ァップしました。最高の品質と安定性を評価してし\i•

だくため、サンプルを提供させていただいております

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をおt

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではゾ

トサーピスも提供しております。泳動を実行する農

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さし

またカタログモデルでは対応できないサンプルには甘

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

逐和科盛株式会社
〒113-0034船湿籾lメ場島4nl 6番12り 場,(ijハイクウン暉IF

TEL. (03)3815-4041囮 FAX.(03)3815-4048 

〒063-0870札税rli西t,c_,¥ f.f 10条求 3r H I番地28り
TEL. (01 I)756-1821({¥J FAX.(011)756-1763 

〒227-0054神奈川県横浜，Ii,•;-染 lメ：しらとり台 55-.
TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982--07' 

〒305-0075沃城県つくぱ,ti人→字ド横場字塚/Ji(221-

TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37-!'. 
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SPF系統豚 「フジョーク」育成雌豚
優れた繁殖能力と高い産肉能力を備えた雌型系統豚で、 SPF

環境で造成された系統豚第 1号である 高品質豚肉生産のため

の母豚生産に利用している。
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平成 5年に完成した 「フジョーク」維持豚舎
種雄豚、種雌豚および分娩子豚育成のための二階建て豚舎で、

外壁はガルパリューム断熱二重鋼飯を使用し、二階への豚の搬

入は車路により行っている。

a降り肉を生産する「フジロック」のロース断面
高品質系統豚「フジロック」の生産する肉は、筋肉中の脂肪

含量が高く、霜降り肉で保水力が優れている

豚胚細胞のinsituハイプリダイゼーション法による

雌雄判別
豚胚の一部細胞を顕微鏡操作により採取し、 insituハイブ
ダイゼーション法により黄緑色に染まるのがY染色体（雄）で

1番染色体が赤色に染まる。

高品質系統第 1号の「フジロック」育成雄豚
DNA解析技術によりPSS遺伝子を排除した高品質肉生産四

めの雄型系統造成豚で、静岡型銘柄豚肉生産の止め雄として9

用している
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中央省庁再編と農政

西）も占昭
（にしお よしあき）

農林水産省畜産局

家畜生産課長

昨年木の行政改や会i義品終報店を受けて、中央省rr改札碁本法案が国会ての審議に向
けて準備されている。 その内容は改革を具体化するための実施体制、新体制への移行u
標時期を決めるものてある。 また、牒林水雌省ては「新しい食料・農業・牒村基本問題

調杏会」が最終答巾に向けての審議を続けている。 このメ又}jによって21111:紀の牒政の店

本理念、設政の実施手法が決められようとしており、正に時代の転換期てある。裳業分

野に限らず、他のあらゆる沌業分野において規制が少なくなり市場］瓜理が強調される時

代を迎えようとしている。

) .~ 本法及び），し本問題調介会において、今後の製政の碁本狸念を次のように方向付けし

ている。

① ![I、地）j公共団体及び生廂名ーの役割について、その分担の明確化を図ること。

② 各対策における地方公共団体の役割について、その拡大及び地方分権の徹底を図る

こと。

③ 計Jt1名及び原料J,j要者の視点を屯視すること。
@ !fJ i:、環境、談観の保令守の製林水産業のもつ多面的機能の位閥付けを明確化する
こと。

R i'lfll て-~11,r的な牒業経営の版間を nf能とするための施策と 1)j:せて牛産者の所得を補
慨する政策への転換について検討すること

この店本法に流れる思想は、これまて国が強）Jに政策関りし 1杓祖誘導する手法から、

牛:,発者のi'i己虹任と ,b場の選択による牛沌の方向に転換し、また1月の政策対象を一定以
上の収人なり所得を得る規校のI:杓危行に限定し、政策手法は地域の選択に委ねる）j向に

転換し、今後の｝農菜を経済社会の変化に適応させることを指向しているのだろう。

以tのような21枇紀の転換期のなかて‘‘、これまて、技術行政、試験研究を担って米た
畜脩技術行てある我々rl身の息考）j法、畜1危牛舷に係る手法も再考して行く必要がある。
基本問題調査会の中間とりまとめのなかに取り上げられた諜題は多様てあり、 トレー

ドオフの関係にある課題の解決も求められている。例えば、「生産性の向上による内外価

格産の縮小」と「環境への負荷軽減に配應した持続的な牒業への移行」、「価格政策にお

ける市場原理の活用」と「経党安定対策の＃入」などてあり、畜産政策にとっても以 J-.

の課題の両立を図る政策は極めて困難てあるが、この課題に挑戦しなければ我が国の俗

産の将来は危うい。畜産関係者の総）Jをもってチャレンジしたいものてある。

l 
ー
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大規模肉用牛
農場における
衛生対策

矢田恭一（やた きょういち）
島根県益田家畜保健衛生所

1 • はじめに

管内の肉用牛飼育経営は、和牛繁殖晨象

おいて飼袋戸数、飼養頭数ともに減少する；

か、肥育経営に1紺しては増頭や増頭意欲卯

る農家がみられる。家畜保健衛生所の仕事；

繁殖店家への指荘から肥育震家への衛生伽

へと少しづつ変化し、繁殖裳家ては見られ1,

かった疾病に由：面することも多くなって紅

そこて、管内最大の肥育農場て疾病の実態t

把握するとともに、 その衛生対策特に下症

呼吸器病、クロストリジウム感染症についく

家畜診旅所、農楊とともに取り組んて‘いるJ
てその概要を報告する。

2. 農家の概要（図1)

この農場は2,000頭を飼査する肥育を主打

とした展場てある。肥育索牛は、約90%をF

スモール、 Eの180l:l齢祁入、和牛 f牛市場9

入の外部導入に頼ってお り、残りはF1(應毛

和種Xホルスタイン種）の一産取り肥育I:;

り牛産されたF1クロスの自家生産によっく

しヽる。

EスモールおよびEクロスは導入が、::;

生産後、カーフハッチにおいて約75日齢k

飼育した後に育成牛舎へ移動さ せ、和牛睛

場購入およびEの180日齢導入牛は直接龍

図1 農場の概要

{2,000頭肥育経営）
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牛含｛こ搬入する。その後は約250fl齢まて飼育

し、除角や家保が行う健康検査を受けた後、

肥育牛舎または繁殖牛舎へ移動する。

3. 病傷事故発生状況（図2)

家斎共済調べによる平成 8年 4月から11月

“”のこの農場の病傷事故発生率は、呼吸器

病、消化器病がt体をなし、この 2疾病て86.3

％を占めている。

平成8年2月から 7月消入牛における F痢

症の初診割合は、 EクロスおよびEスモール

ては導入後20flまてにはとんどの牛て発症し

たが、180A齢＃入牛および和牛は散発的に発

生した。

呼吸器病の初診割合は、 F1クロスおよびF1

スモールてはカーフハッチから育成牛舎に移

軌した 1カ月後、生後日齢ては100LI齢頃に呼

吸器病の発生が多く、 また、和牛導人牛は育

成牛含搬入直後から 2カ月間に多く発生した。

クロストリジウム感染症は平成 7年に12頭

発生した。

4. 平成8年度の主要な病性鑑定
（図3)

暉症に関係する疾病ては、カーフハッチ

飼育牛て7月にロタウイルス感染症、 8 J1に

はサルモネラ ・ティフィムリウムによるサ）レ

モネラ症が発生した。呼吸器病は、育成牛含

て4月に約230頭、 12月に約300頭規模の発生

があり、 4月の発生はPa,steurellamultocida、

RSウイルス、バラインフルエンザ3型ウイル

スが関与していた。

呼吸器病の発牛には、育成牛含へ移動した

1ヶ月後に必ず発生するタイプと、年に数[ul

特定農場からの ~J;J,人後に発生するタイプの 2
つのタイプがあり、前者の発牛にはパライン

フルエンザ3型ウイルスやアデノ 7型ウイル

スが、後者にはRSウイルスが関与していた。

5 . 危害要因とワクチンプロ
グラム（図 3)

HACCPの方式にのっとり疾病部分を抽出

し危宮要因図を作成したところ、カーフハッ

チては F痢症が、育成牛舎ては主に呼吸器病

が、また、クロストリジウム感染症は育成牛

含搬入後から出荷まての長期にわたり危＇者要

因となっていた。

これらの危#・要囚を排除するため、 下痢症

対策としては細南、ウイルス、原虫検査、薬

剤感受性試験を、呼吸器病対策としては牛 5

種混合生ワクチンの接種、抗体調査、健康検

査を、クロストリジウム感染症には牛嫌気性

（％） 

2sr A 呼糧彗鋼
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■ -208齢●入 (198鯛）
口和牛瀧入 (81●)

:~ 下銅症
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20 

10 
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●入績日徽

図 2 呼吸器病・下痢症初診割合
（初修割合 H8. 2~7月導入）

ワクチンプログラム

牛5種混合生ワクチン• • 牛嫌気性菌3種ワクチン• • 

肥育牛舎

• • 
図3 危害要因とワクチンプログラム
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菌3種混合ワクチン接種と抗体調介を行って

Lヽる。

6. 抗生物質の適正使用

平成 7年度よりド痢1更から採取したE.

coliについて薬剤感受性試験を実施し、家畜

診板所とともに薬剤の適」［使川に努めている。

平成 7年の検杏てはビコサマイシンを第 1選

択栗としたが、平成 8年には強い耐性を持つ

ようになった。また、平成 8年には病1生鑑定

てS.typhimuriumが取れたのて薬剤感受性

試験を行い、カーフハッチ飼育牛130頭にカナ

マイシン 3f-1間連続投与による治板を行った。

7 . 下痢症の追跡調査と対策

隅1]症の発牛状況を調介するため、県内の

14戸の酪農家から淋入した30Ll齢のF1[-牛

20頭をおとりとした調究を行った。サルモ才、

ラ菌は袢人後14ti Id、21fI tlに延べ 3頭から、

ロタウイルスは 7BI」、14LI Liに7頭づつ検

出した。

コクシジウムオーシストは10戸の裳家から

導入した13頭て辺｝人後 1fl l--lから，忍め、その

後頭数は減少したが、 42U Liにも 3頭からオ

ーシストを検出しており、長期にわたり農場

を汚染するl瓜因になっていると考えられた。

また溝人 1fl日からコクシジウムオーシスト

を認めていることから、 多くの f-'I・・牛産農家

がコクシジウムにより汚染されているようて

ある。

ド痢症対策としては、 f牛牛産農求から―ド

痢症の原因となるウイルス、細I府に汚染され

たf牛を消入しないこと、農場に餃入した原

因ウイルス、細菌を展場内に広げないことが

重要なボイントとなる。実際には、導人時に

病原体に汚染した f牛を兄つける ことはイ'11f

能なのて、後者が中心となる。 この展場ては

現在も次のような対策を緞続して実施して．

る。

Dヵーフハッチよ岡場所はil'iイj]火により均

泊祈

②カーフハ ッチ下に ビニー）レシートを敷さ

壌からの沿染や湿気を防11・.

③カーフハッチは鉗 IJ 汁iil~、使川後は徹駐

に洗浄した後にn'i,li;

これらの対策をとった結呆、サルモオ、デ

やロタウイルスによる下痢症はなくなっむ

コクシジウムによるド痢症は相変わらず発

している。

8 . 呼吸器病対策（図4)

呼吸器病対策もド痢症対策と同様に、 ti.

内の衛生対策と＃人牛対策力可t要なホイン

となります。牧場内の衛生対策としては、 ル

5種混合牛ワクチン接種と育成牛舎を侮閥

加肖蔀することて‘、対応している。ワクチン＇

ーカーが示したワクチンプログラムによ似

r牛および f-4尊入’卜は生後 1ヶ月未満、 t

後4ヶ月齢の 2[口l接種を推奨している。 L:

しこの展場ては f牛の森入Fl齢が2週飴か

1ヶ月齢と幅があることや、導人後の下紺

のため 1r111日のワクチン接秤時期が50か;l

lJ齢にずれ込み、 また、 4ヶ月齢時には叶

器病の発症がありワクチン接種がてきなか9

図4 健康検査牛の白血球数
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だ。このような状況のなかて‘‘、平均57R齢の

f牛13頭に牛5種混合生ワクチンを接種し、

接種前後の抗体価の推移を調査したところ、

IBRおよびバラインフルエンザ3型ウイルス

は抗体価の有意上昇が7.7%てのみ認められ、

また、 BVD-MD、RS、アデノ 7型ウイルスは

46.2-69.2%が移行抗体によりプレイクされ

ていた。このワクチン接種を今後も継続する

かどうかについて、家畜診療所の獣医師と協

議を行い、ワクチン接種時期を再度検討する

とともに、抗体検査を実施することにした。

l 平成9年度は、 1 W-1「l接種H齢を35R齢、 2 
圃目接種R齢を75B齢（育成牛舎に移動した

その日）としたが、 この方法により育成牛舎

に移動後1ヶ月日に発生していた呼吸器病の

発生はなくなった。

導人牛対策は、家畜保健衛生所が行ってい

る健康検査や疫学調査から特定の農場の 6ヶ

月齢導入牛が原因てあることが判明したのて‘‘‘

その農場において 4ヶ月齢時に牛 5種混合生

ワクチンを接種するようにした。

9. クロストリジウム感染症対策

クロストリジウム感染症対策としては、昭

利62年からワクチン接種を行っている。ワク

チンの接種方法は、いろいろ試行錯誤した結

果、育成牛舎搬入後に 1回目、育成牛舎から

肥育牛舎へ移動する前に 2回目を、 その後は

6ヶ月ことに接種している。この方法により

,1 クロストリジウム感染症の発生ははとんどな

（なった。ワクチン抗体価は、ワクチン 1回

1 接種牛と未接種牛ては抗体価にほとんど差を

認めなかったが、 3回以上の接種経験を持つ

と抗体価は高くなるようてある。

10. まとめ

1)下痢症対策としては、導入した子牛が牧

場内に下痢症の原因菌、ウイルスまたは原

虫を持ち込む場合と、牧場内にある下痢症

の原因菌、ウイルスまたは原虫が導入子牛

に感染する場合の 2面を考える必要がある。

この農場の場合、各種清浄化対策をとった

結果サルモネラ菌、ロタウイルスによる下

痢症はなくなったが、コクシジウム症は感

染子牛が次々に導入されるために清浄化が

困難な状態にある。子牛生産農家において

のコクシジウム対策や、導入時の検査、駆

虫が必要て，-ある。

2)呼吸器病対策については、丸 2年をかけ

たワクチンプログラムの検討と抗体検査の

結果、変則的な接種方法てはあるがこの農

場の発生様式にあった接種方法を見いだす

ことがてきた。また、この農場ては育成牛

舎を毎日消毒するなど呼吸器病の発生防止

に努力したことが、呼吸器病の発生を防止

する大きな要因になったと思われる。

3) クロストリジウム感染症対策としては、

徹底したワクチン接種が必要てある。

（平成 9年度家畜保健衛生所業績発表会）
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毎技術情報1 わが11cJて｀硝酸塩中海の報告が見られるよ

になったのは1960年代に入ってからてある；

アメリカては1985年に初めて硝酸塩中面が

告されている。その後の精力的な研究によ＇

硝酸塩中此の本体は硝酸が遠元された亜蘭

てあること、亜硝酸によってヘモグロビン令

酸索運搬能を持たないメトヘモグロビンt:, 

り、その結果動物が酸索欠乏になることな：

急性中品についての解明は忍速に進んだ。一

カ、急、付嘩府村にはいたらない程度の硝酸且し

継続摂取した場合の家畜の閃害についても、

種々の検討が行われてきた。 しかし、こ釘

うな硝酸塩のいわゆる悛性中苺についてIi、

明確な結論は得られていないのが視状てぁ！

近年粗飼料の輸入屎が増加し、粕入糀鉗

硝酸塩の摂取が乳牛の生産に
およぼす影響

宮崎茂（みやざき しげる）

農林水産省家畜衛生試験場飼料安全性研究部

の中に硝酸塩濃度の沿1い物が散見されて只

こと、また経営規模の拡大に伴い、糞尉懸

のために党尿が過剰に飼料畑に還元される§

向があることなどから、硝酸塩によるtiが

毒に対する関心が高まっており、場合によ’

ては過敏とも思える対応がとられている。；

こて、硝酸塩の悛性影響に関するこれまくし

知兄を愁理し、杓T-の考察を試みたい。

1 • 硝酸塩の慢性影響に関する
実験的検討

1)甲状腺および下垂体機能に及ぽす影9
硝酸塩の甲状腺機能への影押は、まずう

トて検討された。その結果、硝酸イオンや

硝酸イオンのような一価の陰イオンは、ず

索と競合して甲状腺ホルモンの生合成を屈t
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--
することが明らかになった。 しかし、飼料中

の硝酸塩濃度が硲い状態が2週間程度縦続す

ると、甲状腺はこれに順応し機能を[uJ復した

(Wyngaaden et al., 1952; Bloodfleld et al., 

1962; Wright and Davison, 1964)。

Jainudeenら(1965)は、乳用種未経産牛に

暉態窒索として100あるいは150mg/kg体重

となるように硝酸塩を添加した飼料を継続給

与して、甲状腺およびド垂1本に対する影評を

検討した。硝酸塩給与群の下垂体GHi農度は

対照群に比べてわずかに高かったが、 TSH、

ACTHおよび性腺剌激ホルモン濃度には差

がなかった。また、甲状腺の形態および機能

に異常は見られなかった。 Aroraら (1968) 

は、 f-羊を使って硝酸塩添加への順応性を検

討した。硝酸態窒索として0.56%を添加した

飼料を50日間給与し続けた群ては甲状腺ホル

モンの分泌祉は対照群と差がみられなかった

が、対照飼料を50日間給与後に硝酸塩添加飼

科に切り秤えた群ては、甲状腺ホルモン分泌

乱が対照群よりわずかに低下していた。

以上のことから、 もし飼料中の硝酸塩が甲

状橡機能を開害するとしても、 それは一時的

なものて、甲状腺はこれに）I即応して機能をrill

復するものと考えられる。

2)ビタミンA代謝への影響

反靱家畜においては、 Case(1957)によっ

て硝酸塩とビタミンAとの関連が指摘されて

以来、多くの研究者が硝酸塩とビタミンA代

謝との関連を木金討している。 しかしはとんど

の実験結果は、飼料中硝酸塩は肝貯蔵ビタミ

ンA祉を減少させないことを示している

(Davison et al., 1964; Jones et al., 1966)。

また、血中メトヘモグロビン濃度を上井させ

翡どの亜硝酸塩を牛に投与しても、ビタミ

ンAレベルに変化がなかったという報告もあ

る(Cunninghamet al., 1968)。

一方単．胃動物においては、 Phillipsら

(1966)は、ラットに亜硝酸態窒索として0.16

％を添加した飼料を給与した実験て、肝のヒぐ

タミンA苓村国が滅少することを示した。こ

の他にも多くの研究者が、実験用げっ歯類、

鶏および豚を使った実験て、亜硝酸塩を給与

すると肝貯J磁ビタミンAが減少すると報告し

ている。

硝酸塩がビタミンA代謝に影饗を及ばす機

序については、いくつかの仮説がある。Wood

(1980) は、亜硝酸がオキシゲナーゼのよう

なヘム蛋打を酸化して不活化するため、 {3-カ

ロチンのビタミンAへの変換が阻害される口I

能性を指摘している。

また、甲状腺ホルモンは、 {3-カロチンから

ビタミンAへの変換に重要てあり、牛にトリ

ヨードサイロニンを投与すると肝ビタミンA

濃度が上昇することが知られている (Jordan

et al., 1963)。しかし前述のように、硝酸塩に

よる甲状腺機能の変化は一過性のものてあり、

これによってビタミンA状態が大きな影響を

受けるとは考えられない。

試験管内て｀亜硝酸塩とカロチンあるいはヒゞ

タミンAを混合した場合、酸性条件てはこれ

らのビタミンが分解されるが、中性あるいは

アルカリ性ては分解されないことが明らかに

なっている。たとえ酸性条件ても、硝酸塩と

の混合てはカロチンは分解されない (Olson

et al., 1963)。また、硝酸塩を投与した牛の第

一胃汁にInvitroて‘カロチンを添加しても、そ

の分解速度は対照第一胃汁に添加した場合と

変わらないと報告されている (Davisonand 

Seo, 1963)。しかし、第四胃液に亜硝酸塩を添

加すると、カロチンはほぼ完全に分解された

(Olson et al., 1963)。以上のように、カロチ

ンやビタミンAを分解するのは亜硝酸てあり

硝酸てはない。しかも、亜硝酸による分解反
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応が起こるのはpHが酸性のときだけてある。

硝酸から亜硝酸への還几I又／』心のf.適pHは

ほぼ1,性付近てある 卜分に粗飼料を給与さ

れている牛の第一'n'pHは7Hii後てあるから、

硝酸から •Iii.硝酸への遠｝辺反応は進むが、 rll涌硝

酸によるカロチンの分解は起こらない。第一

胃内て生成した亜硝酸は速やかにrn化管粘IIだ
から吸収されるか、さらに遠元されてヒドロ

キシルアミンやアンモニアとなると考えられ

るから、酸'I"'ドである第四胃内に到達する亜硝

酸はこさくわずかてあろう。 したがって、 I又粉

家畜の消化符内ての亜硝酸によるヒ‘‘タミンA

あるいはカロチンの分解は、起こってもこミく

わずかてあろうと予想されている (Deeband 

Sloan, 1975)。

飼料中の硝酸塩と牛のビタミンA欠乏との

IYil辿について考應しなければならないものと

して、サイレージ調製中のカロチン分解があ

る。 Emerickら(1963)は、サイレージの発酵

過程て‘‘硝酸が 1拒硝酸に遠元されること、そし

てサイレージ発酵は酸性て行われることから、

サイレージ原料に多枯の硝酸塩が含まれてい

た場合、サイレージ調製中にカロチンの分解

が起こる可能性があることを指摘している。

3)流産あるいは繁殖成績との関連

硝酸塩の摂取と流産をはじめとした繁殖ヘ

の影秤について、多くの研究名が検討してお

り、 1'i定的あるいは否定的な結果を得ている。

Davisonら(1964)は、授籾前、妊娠40、150

あるいら240Hの雌牛に、 100あるいは150mg/

kg体屯の硝酸態窄索を毎IJ投与し、繁殖への

影押を観察した。その結呆、 ,:;jff]址群の 2頭

が死亡し、 r!;i用凩群の 2頻および低川坑群の

1頭て流r祖が兄られた。 しかし、これ以外の

実験牛の発梢閑期、妊娠期rmや/WI:時体重、
r牛の発ffなどはいずれも JF.常てあった。
一方、 Winterand Hokanson (1964)は妊

娠 2カ月の牛に 1(11中h如岱メトヘモグロビン＇

炭が20から30%あるいは40から50%を維村

る程度の硝酸ナトリウムあるいは亜硝酪ナ

リウムを奸賑期間が終わるまて投りし綺：九

が、これが］原因と息われる流尚は観察さj¥:,

かったし、病理学的な児常所兄も兄られ1.り

った。 しかし、彼らの実験ては、 f—'卜の社

球やヘモグロビンの増加が観察されている

これは、 fl):牛のメトヘモグロビン相対値.0

加あるいは胎盤通過した亜硝酸による胎児．

酸索欠乏の結果と与えられる。

Page ら (1990) は、一酪震家の臨床(Iり I:"•

常な乳牛40頭を使用し、低硝酸塩飼料あるl

は高硝酸塩飼料を給与して、血清フロジl.鴫

テロン濃度の変動を検討している。そのも

泌乳凩、乳脂率、乳汁中硝酸塩濃度には、．

群て差が見られなかったが、 Jfilh'tフロジェ1

テロンi農度は高硝酸塩群て‘有慈に低 Fして、

た。

4)家畜の生産性への影響

嗜好性が低ト・して摂取址を低卜させる1J'.

の硝酸塩を含む飼料を給与すれば、結果と．

て増体率や泌乳：11: が低 Fする (Cunningha

et al., 1968; Jones et al., 1966)。 しかし、t
濃度の硝酸塩の長期投伊実験ては、生産杓

影界を与えなかったという報告が多 I

(Davison et al., 1964; Jones et al., 1% 

Page et al., 1990)。

単'r'1'の動物ては、亜硝酸によるビタミン！

欠乏によって生産性が低ト・したという報~I

ある (Woodet al., 1967)。一方、鶏やじ

秘に蘭ll'i袋i猛］をi恭加した水を給与したとこh

増似枠が向 I・.したとの報告もあるが、 11祀

表のみて論文にはなっていない。

5)血液性状への影響

Jainudeenら(1964)の妊娠牛への硝阻應’

索として100あるいは150mg/kg体重を出拉
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与した実験て` は、投 'j牛のヘモグロビン濃1父、

PCVおよび血液拭が増加していた !(IL漿梵に

は変化がないことから、これらの変化が多／永

嘩水によるものてはないことは明らかてあ

る。はかの研究行も、牛、 平および豚を使っ

た実験て詞様の結果を得ている (Winteret 

al., 1964; Davison et al., 1965; London et al., 

1967)。これは、メトヘモグロビン増加による

酸ふ欠乏に対する 'l:f本の代it閃／又 l,e.~てあり、勁

物が比較的邸農1父の硝酸塩の継続投 'j- に JI〖ii心

てきる要因の一つと考えられている。

も硝酸塩の慢性毒性に関する

野外調査

これまて述べてきたように、急性彩臀．がて‘

ない程度の硝酸塩の緞続投与が反粉動物に及

ばす阿lff'p川について、多くの実験が行われ

てきたがその結果は一＇足しておらず、牛にお

いて悛性の硝酸塩中はというものが1f在する

か否か判然としていない。 したがって、悛性

の硝酪塩中北については今後とも検討してい

〈必要があるが、流沌など繁殖への影序限を実

験的に検討するには多くの困難が伴う。この

ため、硝酸塩の投性彩評に 1渕する野外調介;• も

数多く行われている。ここては、品近わが国

て行われた諜店のいくつかについて紹介する。

1)埼玉県での事例（倉上ら、 1991)

県内60戸の酪農家て使用している粗飼料の

硝酸態窄索欣 (U立注： 4濯；炉ては一rtして

「硝酸塩含イ糧」 と表現しているが、 その値

から硝酸態宅索飛を表すものと判断した、イ

オンメータ法て湘I]定）を測定し、一頭,11たり

の硝酸態窄索摂l[又地を窃出した。一頚‘りたり

鳴酪態窄索摂取址は、 もっとも高い店家て

も21g /Fl/頭以ドてあった。硝酸塩摂取批

と乳汁中1本細胞数および細菌数との間には正

耀関がみられた（それぞれ r=0.44、P<

0.01および r=0.37、P<0.05)、しかし、乳

脂；梓および乳斌とのイi、なな相1月はみられなか

った。

硝酸態窄索含：1(2,000ppm以Lの粗飼料を

給りしていた混家IOJ ;、 50頭の血液メトヘモ

グロビン相対値は、最高48%、平均26.6%て‘‘

あった。この10戸については、粗飼料中硝酸

態窄索濃｝父と1本細胞数との間に相IY:lがみられ

た (r=O. 64、P<0.05)。

受胎率の低ド、 rtり茫、乳房炎、乳址の低ト・

など牛の児常を訴えた農求は 7I'てあったが、

このうち 6戸は硝酸態窄索含閑1,000ppm以

t. の粗飼料をイ史川していた。 5,000ppm以L

の粗飼料を使用していた牒家 5戸のうち 2Ji 

ては、消該飼料に切りHえてから 1カ）j以l村

に早咲と乳房炎の発牛を見ていた。

2)京都府での事例（伊東敏、 1992)

死流光および繁殖I塙，¼が頻発した 3)iの酪

混家の粗飼料中硝酸態窄索含乱を祖lj走したと

ころ、スーダングラス、イタリアンライグラ

ス、アルファルファヘイキュープて500ppm

Hii後てあった（測定法はST式硝酸態窄索簡易

測定岱）、硝酸態窄索摂取故は 3-4g/fl/ 

頭てあり、メトヘモグロビン相対値は10-30

％てあった。

受胎,41の低ドが苫：しい酪震家 1戸の粗飼料

を硝酸態窄索含屈200ppm以ドのものに切り

弓序えたところ、メトヘモグロビン相対値は・1[

均9.8%に低ト・し、繁殖成紐にも改苦のきざし

が兄られた。

3)山梨県での事例（清水ら、 1993)

管内酪塁‘家て使用していた粗飼料82検体の

硝酸態窒索濃度を測定した（分析法無記載）

ところ、スーダン乾卓て1,000ppm以1-.のも

のが多く兄られ、 4,000ppmを越すものもあ

った。

不受胎牛が多発していた酪農家 l戸ては、

，
 



硝酸態窒索混度1500~ 3, OOOppmの粗飼料を

使用しており、はとんどの個体がメトヘモグ

ロビン相対値10%以上を示し、 25°/oを越すも

のもあった。硝酸態窄索沿度の低い飼料を使

用するよう指祁したところ、メトヘモグロビ

ン相対値には改善がみられなかったが、繁殖

成紐は改善された。

4)北海道での事例（坂本ら、 1996)

1戸の酪震家の乳牛54頭について、分娩か

ら1001」まての平均硝酸態窒索摂取祉を笈出

するとともに、体重、乳脂補正乳址および繁

殖成紐を調介し、これらの関係を検討した。

分娩後100LI間の平均硝酸態窒索摂取祉と

受胎まてのn数には正の相関がみられた (r

=0_79、P<0.01)。分娩後硝酸態窄索摂取址

が10~20g / Elの範囲ては、体重あるいは乳

脂補正乳址の少ないものほど受胎間隔が遅延

する傾向がみられた。分娩後硝酸態窒索摂取

址が30g/日を越えるものては、体屯や乳脂

補正乳址の多少に関わらず受胎問脳が遅延し

てし、た。

3 . 牛の慢性硝酸塩中毒に対する
筆者の考え方

上記のように、悛性の硝酸塩中品に関する

実験的検討が1960年代を中心にアメリカて‘精

)J的に行われた。しかしこれらの実験の結果

はまちまちてあり、悛性中毒を確信させるテゞ

ータは得られていない。 ところが、‘許及内な

どては悛性中毒の存在がしばしば断定的に記

載され、前項て紹介したようにわが国ての最

近の野外調査ても、飼料巾硝酸塩と流産官と

のl紺述をぷ唆する結果が得られている。この

点について、筆者は現在次のように考えてい

る。

対照実験による検討ては、硝酸塩による悛

性影響が兄られたという報告より、兄られな

10 

かったという報告の方が多く、これだけか

判断すれば悛性中晶に対して懐疑的にな;i

るを得ない。しかし、悛性影響が見られi、:i

いう観察結果は、それはそれて‘市実てあが

ということは、悛性彩臀が兄られたというi

験ては硝酸塩以外の要因を卜分コントロー

てきずに、他の要因（大雑把な占い方をす！

ぱストレスといったような） との複合に註

結果を兄ていたという可能性も考えられる

アメリカて粘力的な検討が行われていた19t

年代と現在の H本とては、乳牛の能力や阻

方法が大きく巽なっており、牛に対する熊

が格段に大きくなっているといえよう。か

国ての最近の野外調査て、硝酸塩の悛性影9

をぷ唆する結果が得られているのは、裔け

産能力を求められている家畜が硝酸塩の影

を受けやすい状態になっているためかもしt

ない。

しかし、野外調査ては硝酸塩以外の要他

コントロールにおのずと限界があり、そ(J)

果の解釈には 1-分な注意が必要てあろう。 i

た、この種の調企てはボジティプな結果が

られなかったものは発表されていないpf能

も高く、この点にも留意する必要があろう

また、飼料中硝酸塩の許容値について-(/,

るが、こゞ承知のようにアメリカては、 1,000

ppm以ドは安全てあるというガイドライン

が一般に用いられており、このガイドラり

ては不都合てあるという報告が見られない

とから、わが国ても基本的にこのガイド1

ンを採用して問題ないと考えている。

4 . 今後の課題

硝酸塩の悛性影響と言われているものの；

かても、流産や受胎間隔の延長といったもし

を実験的に検討するには多くの困難が伴う．

そのため、今後も野外調査の積み預ねが直t

畜産技術 1998年4月{



一
となろう。野外調杏の信頼性を砧めるには、

種々の分析法の精度を命める必要がある。飼

料巾硝酸塩濃度の走 111:については、「飼料分析

基準」（畜産局長通逹、 ‘杓成 7年）によって、

HPLCを用いた特児性の高い分析法が定めら

れた。一方、牛体成分の分析てはメトヘモグ

ロビン相対1直と血清硝酸塩濃度が重要な分析

項且てあるが、血清硝酸塩の簡1史高枯度や分

析法はなかった。そこて我々は、「飼料分析枯

準」て推焚されている分析カラムをJ:11いて、

血消硝酸塩を制度よく定展する条件を確寸」し

t、・（蓮沼ら、 1996)。今後は、これらの定ほ法

を用いてデータの蓄梢をはかっていただけれ

ばと考えている。

障害の発牛機序についてもこれまて‘とは違

った観点からの検討が必要てあろう。これま

ては亜硝酸の有害作用についての検討が中心

てあり、亜硝酸がさらに還元されたハイドロ

キシルアミンについての検討は十分とは言え

ない。また、近年一酸化窄索ラジカルが牛理

活性物傾として注Hを浴びている。一酸化窄

索はアルギニンを碁質として一酸化窄索合成

酵索によって生成されるが、ニトロソ化合物

からも非酵索的に牛成することが知られてい

る。飼料中硝酸塩に起因した生体内ての一酸

化宅索生成の可能性とその影特についても検

討が必要てあろう。

（本稿は平成 9年度自給飼料品質評価検討会

〔1997年10月30 31日、卓地試験場〕の講浙

要旨を加箪修正したものてある。本稿て‘引用

した文献の一覧については紙面の都合て‘省略

させていただいた。必要な場合は若者まて｀問

い合わせていただくか、インターネットて提

供している「家畜中毒情報」 (URLはhttp://

ss.niah.affrc.go.jp /pub/ smiyazak / index. 

html/) をこゞ らん頂きたい。）

... ●●●今●今・-・-・-・-・-・--・-・-・-・-.. -・-・-・-・--・-・-・-・-・-・-・ ー・一、.・-・-・ ー・ー・—·-·-·-·—亨―-·一，ー・—·-·-·-争-·-·

カナダの指iヰによって中[F.j{ftljて建よされた粘液採取処理屯言にあった俊稚な擬牝台。頻つきが

悪いと機能をはたさないのかどうかは不明。 ,~~r部の外開には雄牛の枠場があり、より中心

に5つの採精枠場が設けられている。中心部は検査宅てあり、効；半的に作られている。

(JRA総研、前紅発技術協全久保勝義）
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毎）技術情報2 はじめに

「転作川の利JI!実態、転作111ての飼ま沖

牛:I指の RRF能性••…•実際にある程度の規校てt

作するとすれば飼料作しかないが、現状，；．

うか、 どこに問題があるか。水川裏作鉗

と衷作による飼料牛，巫の可能性•• …•関東r~

ては、短期のエン父やイタリアンを活fljし：

災作がどの程1必技術的に可能か？ 中LIJru1他．

耕地、桑畑など耕作放乗地の実態と和jfttOJ 

能性」がよく話題になるテーマてあり、＼・

のぶ也提供の発端てある。股業地珂．学、似

I°[地研究の立場から、これらすべてに答以

ことは難しい。本稿ては耗作放梨地に！駆迅

て、製地の動向から今後の飼料作展開O)Pf~

遊休農地の実態と飼料生産の
可能性について

須山 哲男（すやま てつお）

農林水産省草地試験場草地生産基盤部

12 

性について述べる。

l . 農林統計から見た耗地の
利用状況（属人テータ）

1995年の裳林業センサスによれば、総h

の耕地面積は4,120,279haてあり、耕作放吏，；

は161,77lha (3. 93°,6)てある。耕地面積，；

後減少の一途をたどっている。図 1に開湘

年、昭和60年、 ‘胚1成2年の地）j別の耕地耐

の推移をぷすが、北海道を除いてすべて泣

の一途をたどっている。

耕地面栢の滅少率（図 2)昭和50年代1:1:1! 

全[Iii平均て・・o.43%てあったのが昭禾1160年代I. , 

入って0.94%に1-.外している。耕作放棄抱・

面積も 北海道のような例を除いては一様：：l

くなっ ている（図 3)。こうしたこ とから製

針発技術 1998和
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くなっているといえる。

200,000 

OTt―東関北東東近中四九沖
海北東陸山海畿国国州縄
道

図1 地方別耕地面積の推移

農林センサスより

2.00 

-1.50 
北東関北東東近中四九沖全
海北東陸山海畿国国州縄国
道

図2 耕地面積の減少率（農林センサス）

40,000 

耕i35,000 
30,000 

25,000 
地の20,000 

面積 1 5 , 0 0 0 

へ10,000

~ ~5,00~ 

海北道 東関北 東 海東近 中国 匹l 州九 沖縄
北東陸山 畿 国

図3 耕作放棄地の推移
（農林センサス）

｀ 
300,000開! 地250,000 

200,000 

150,000 

1 0 0 , 0 0 0 面積

50,000h ~ ゜ しーa' 
農振農用地

農振その他

農振農用地区分

図4 傾斜度、用地区分別の開発可能地面積
草地基盤総合整備調査（平成 5-7年）

も草地開発可能地（草地基盤総合

整備調査（平成5-7年）〕

草地基盤総合整備調査ははば10年間隔て開

発nJ能地を調査している。平成 5-7年に最

新の調査が行われ、草地試験場の吉田情報官

がまとめている未発表のデータによれば全間

て`ヽ、 1,511,572haの可能性が上げられている。

開発の可能性が高く、条件のよい15度未満の

農業振興地域内の可能地は635,996haとなっ

ている。資源最としては非常に豊富にあると

言える（図 4)。

3 . 国土数値情報から見た
国土利用の実態（属地テータ）

国土数値情報は昭和49年から国土庁が中心と

なって整備してきた国土情報データベースて、

気象、地形、行政界、土地利用や産業統計な

どが一定の規格に基に集積され、現在、多く

のデータが有料、無料て公開されている。全

国的なメッシュテ‘‘ータは統一的なメッシュコ

ードによって管理されているため、各種の情

報を結合することによって、新たな情報や解

析を行うことがてきる。今回は、土地利用メ

ッシュ、自然地形メッシュ、気候値メッシュ

を用いて、耕地の減少と地形や気温との関係

を調べた。土地利用メッシュは昭和51年、昭

和62年、平成 3年（全国を網羅していない）

の3回のデータがあり、約 lkmXlkmのメッ

シュ (3次メッシュ）を単位にメッシュ内の

土地利用区分の面積が集積されている。この

データを用いて全国を集計したのが表 1てあ

る。調査年度によって区分が異なっているが、

田、畑、果樹園、その他の樹木畑をまとめた

耕地面積は昭和51年には7,164,942ha、昭和62

13 



表 1 国土数値情報の土地利用メュシュの集計(ha)

昭和51年 昭和62年 （平成 3年）

田

畑

果樹園

その他の樹木畑

森林

荒地

建物用地A

建物用地B

幹線交通用地

その他用地

湖沼

河川地A

河川地B

海浜

不明

- -

4,108,837 田

2,385、177 畑

448、210 果樹園

222,968 その他の樹木畑
25,270,859 森林

1,638,435 荒地

260,092 建物用地

1,256、999

79,139 幹線交通用地
552、981 その他用地

136,723 内水池

776,273 

53,674 

59,523 海浜

14,728 海水域

合計（海水域を除く） 37、264、617 合計（海水域を除く）

注）平成 3年は全国を網羅していない
cf. : 国土面積は37,789,689ha

年には6,930,049haてあった。平成 3年のデー

タは北海道と東北地方て欠落部分があるため

合計は小さい値になっている。 そこて、平成

3年のデータがあるメッシュを昭和62年のデ

ータについて抽出すると、その間の変化を比

較することがてきる。その結果ては5,130,906

ha (S 62) が、 5,079,420ha(H 3) となり、

昭和62年から平成 3年にかけても耕地が減少

していることがうかがえる。

4 . 耕作放棄された土地の条件

国i:数値情報はi・.地条件との接合によって、

どのような土地条件のところて 耕`地の減少が

起こ っているのかを調べることがてきる。

解析に先立って、ここて問題とする耕地の

滅少は、耕地から荒地や森林に移行する場合

てあると考える。 というのは宅地や道路など

の都市的な上地利用に変化した場合は展地の

放棄とは考えにくいからてある 。耕地から森

林・荒地への移行面積を推定するに当たって、

土地利用の区分を耕地（田、畑、果樹園、そ

14 

3,865,664 田 3、286,801
2,343,835 その他の農用地 I, 792,906 
475,506 

245、284

25,274,000 森林 17,799,579 
1,589、438 荒地 819、697
1、771、532 建物用地 1,520、655

99、880 幹線交通用地 120,101 
570,548 その他の用地 455,676 
964,583 河川及び湖沼 823,015 

62,615 海浜 33,944 
11、326,368 海水域 8,630,475 

ゴルフ場 123,753 —-• 一・・
37,262,884 合計（海水域を除く） 26,776,134 

3.00 

0S51-S62■ S62-H03 
2.50 

r= 年 1.00
·~· 

0.50 

0.00 
0-3 8-15 20-25 30-40 so-
3-8 15-20 25-30 40-50 全目~:

最大傾斜度(')

図5 傾斜度別の耕地の森林・荒地化率
（国土数値情報より計算）

1.80 
1.60 
減 1.40
少 1.20
率 1.00
0 0.80 ク0.60
年 0.40
-、 0.20
0.00 -
0-5 10-15 20-25 30-40 50ー
5-10 15-20 25-30 40-50 全111平：

谷密度（本／メッシュ）

図6 谷密度別の耕地の減少率
（国土数値情輯によりtt算）
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の他樹木畑、その他牒川地） と森林 ・鋭地、

その他とに三分した。こうすると耕地が減少

した三次メッシュは①林地 ・荒れ地が削}Jllし、

その他が減少、②林地・ 焼地 もその他も増加、

R林地・荒地が滅少し、 その他が増加の3つ

に分類てきる。①の場合は耕地の減少I面積が、

のの楊合は林地・ 荒地の増加血柏がそれぞれ

耕地から森林・ 荒地への移行111i.fi'tと見なせる。

③の場合はその他の利）廿となったと考えられ

る。 ただし、ここては 3次メッシュ内ての相

殺した面積は考應しないと言う前提て｀ある。

閑境要因として、自然地形メッシュのiii大傾

訊度と谷密度を用いて集計 し、 1年間にとゞ

の程度森林・ 荒地化し ているかをぷしたもの

が［刈5、固6てあ る。最大傾斜度との関係て‘

は昭和51-62年ては20-25度以上になると森

林・荒地化率は変化し なくなる。 しかし、昭

和62-平成 3年ては傾斜が増すほど森林 ・焼

地化率は行しくなることが明らかてある。こ

のことは、最近の裳地の放棄が傾斜の急な山

間地域て激しいことをぶしている。谷密度に

ついても同様て、谷が多く入り込んだ地域て

は耕地の放棄がより著しいことがわかる。

地）j別の森林 ・荒地化率（図 7) を見ると

北海逍、近畿、 中国、四国、几州ての減少率

口S51-S62■S62-H03 

北東関北東東近中四九沖全
海北東陸山海畿国国州縄国

道 こ

図 7 地方別の耕地の減少率
（国土数値情輯により計算）

表 2 試算 ：昭和62年～平成 3年の耕地の減少率で放棄される

耕地を畜産的に利用した場合どれだけの家畜を養えるか？

炉平均気温 耕 地 面 積 S62 H03 年間放
- ~ , 疇"●— 

S 51 S 62 (S 62) (H 3) H 3 の減少率 棄面積

（℃） (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) 

0-8 I, 294,248 1,339、234 58、955 58,629 1,331,835 I .3214 17,599 

8-10 406,560 394,150 134,851 132,275 386,622 l .3099 5,065 

10-12 I, 128,776 I, 101,854 843,220 831,832 1,086,974 0.7454 8、102

12-14 I ,330, 130 1、281,307 1,281,301 l、262,665 1、262,670 0.7828 9,884 

14-16 2,261、505 2,141、536 2, 14 I, 526 2,123,963 2,123,973 0.5041 10,707 

16-20 651,946 586,547 585,582 583, IOI 584,061 0.5484 3,203 

20- 91,756 85,422 85、473 86、954 86,902 0.3868 336 

全国 7、164,922 6,930,049 5、130,908 5,079,420 6,860、507 0.6470 44,389 

飼料作 TDN収量 家畜頭数 牧草地 TON収量 家畜頭数

作付体系

(kg) （頭） (kg/ha) (kg) （頭）

トウモロコシ 68,988,758 25、551 オーチャドグラス草地 87 ,29 I ,898 32,330 

トウモロコシ 19,852,889 7,353 オーチャドグラス草地 25、119,981 9,304 

トウモロコシ＋イタリアン 83、045,651 30,758 オーチャドグラス草地 50,232,492 18,605 

トウモロコシ＋イタリアン 111,441、974 41,275 オーチャドグラス草地 61,280、730 22,697 

トウモロコシ＋イタリアン 136,941、405 50,719 トールフェスク草地 70,130、274 25,974 

トウモロコシ＋イタリアン 42、679,539 15,807 ダリスグラス草地 17,456、172 6,465 

ソルガム 4,067、546 1,506 ダリスグラス草地 3,297,737 1,221 
―- -- - .... — - ____ ,,,,,.,_ -- - . 

467,017、761 172,970 314,809、284 116,596 
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ヵ冴しい。 しかし、北海道、東北は1勺成3年

のデータが少ないため信頼性に欠ける。1関東

ては耕地の減少はほとんどfilldi的な利川に変

化しているものと思、われる。

5 . 飼料作栽培の可能性（試論）

将米を hllllすることは難しい。 しかし、視

在の状態が続いたらどうなるかとパうことは

てきるかもしれなし、 国 I:数値梢報のような

屈地テ‘‘ータは環境条件と合わせることてこれ

まて｀の栽培研究の知識と結合させることがて

きる。そのことにより多少の f-illll的なことも

てきる。気候値メッシュと結合させることて‘‘

氣象［メ分こゞとの耕地の森林化による滅少；枠が

得られる。これと気象区分こ、、との耕地面柏を

掛け合わせれば 1年間の減少rf-ti柏、年間の放

乗面梢が得られる。気象区分ごとに作付け体

系と収けを想定すれば放乗されたところ;, ~ 
し、て創える家畜頭数が得られる。気象［を分、

して｛「平均氣温を川いて兄たのが表2に成

た例てある。

トウモロコシを l:体とする作付体系を想、

すると 1年間に172,970頭飼投てきる耕彫

放乗されてくることになる。水年州地とし：

牧屯地とすると 116,:596頭となる中11111:1他

を中心にかなりの I:地査源が今後も放克訂

てゆくことになるのてはないだろうか。想定し

た氣候区分と収:11:は表3にぷしたものを用1

た。家畜 l 頭を 1 年間飼旋するのに必要な〖

は2,700kgとした。係数や、収塙の想定など恙

てないところもあるし、放棄されるとこみ；

すべて畜,;祖的に利川するとはうことも視奥、

てはなし、が、議論の刺激になれば・やいてあ！

（平成 9年｝文が地飼料作関係問題別研究合

表3 気温別作付け草種と収量

平均気温作付け草杜 生草収量 TDN% TON収量
(t/ I Oa) (%) (kg/ha) 

沖縄 20度以上 ‘ノルガム多回刈り 10 12. I 12、100
暖地型牧草（ダリスグラス） 永年 ， 10.9 9、810

西南暖地 16-20度 トウモロコシ 夏作 6.5 9.8 6,370 

イタリアン 冬作 6.5 10.7 6,955 

暖地型牧草（ダリスグラス） 永年 5 10.9 5,450 

暖地 14-16度 トウモロコシ 夏作 6.5 9.8 6,370 

イタリアン 冬作 6 10.7 6、420
寒地型牧草（トールフェスク） 永年 5 13. I 6,550 

温暖地 12-14度 トウモロコシ 夏作 5.5 9.8 5,390 

イタリアン 冬作 5.5 10.7 5,885 

寒地型牧草（オーチャードグラス） 永年 5 12.4 6,200 

寒冷地 10-12度 トウモロコシ 夏作 5 9.8 4,900 

イタリアン 冬作 5 10.7 5,350 

実地型牧互（オーチャードグラス） 永年 5 12.4 6,200 

寒地 8-10度 トウモロコシ 夏作 4 9.8 3、920
寒地型牧亙（オーチャードグラス） 永年 4 12.4 4,960 

北海道 8度以下 トウモロコシ 夏作 4 9.8 3、920
寒地型牧草（オーチャードグラス） 永年 4 12.4 4,960 

＊本表は以下の文献を参考にした。

飼料作物栽培利用の手引き、全農・農協・経済連（平成 9年 3月）
草地管理指標一飼料作物生産利用技術編一、農林水産省畜産局（平成 5年12月）
草地管理指標ー草地の維持管理編・草地の土壌管理及び施肥編一

農林水産省畜産局（平成 7年11月）
＊＊家畜 I頭当たり必要なTDNとして2,700TDNkgとした。

16 紅序技術 1998年4月



伝染性疾病の防除技術の確立をめざす

沖縄県家畜衛生試験場
仲村裕（なかも＇ら ひろし）

沖縄県家畜衛生試験場長

1. はじめに

本県は、我がIK]の蔽西南端にあって、鹿児

島と台滸との間に位ireし、束西1,000km、南北

400kmの広大な海域に島孤状に実在する人小

160の島（うち有人48島）からなり、孜が国唯

ーの •Iii.熱帯•海洋地域にあります 。

県の総面梢は、 2,266厨て、うち沖縄本島が

培耐砂53%(1,200畑）て最も大きく、次い

て西糾'.;. 石坦島・宮古島と続き、この 4島

て全体の約83%0870畑）を占めています。

地形は、 '/i地型に属する沖縄本島中南部・宮

闊・南北大束島と、山地型に1曲する沖縄本

仙北部・石坦島・西表秘等に分かれ、 セ要な

圃川は山地型の地域に発逹しています。

鱈は、亜熱滞海洋性氣候に屈し、年平均

気温は22.4Jiと周年を通じて温咲な気候とな

っているが、夏秋期に製米する台風や冬期に

おける ~t束の強い予節風は、混作物の生育を

阻＇古する大きな災因となっています。

平成8年度の裳業粗牛産前は959億円て、主

な部門として、 1: 業濃作物（サトウキビ等）
の祖生産額は207億円、化きの粗'I:咲額は163

馴、野菜の末111.1消瀬は150億円、果実の粗生

発前は36億円てあります。うち畜産は358億円

て、全体の37%を占めます。

「グラピアA頁

豚は157億円て｀、畜廂全体の44%、肉用牛は

103億円て29%、乳川牛は43億円て13%、賠（プ

ロイラーを含む）は55低lリて15%となってい

ます。

畜沌部門の｝農業粗1:1ぅ祖領は全体の約 4割を

占め、地域裳業の碁幹作flとして大きなウエ

イトを占めています。

しかし、近年の国院化の進展と産地間競争

のなかてコスト低減、経営技術の改怜；を図り

2li仕紀をめざし、生き残りをかけた厳しい経

常が進められております。

も沿革

沖縄県家岳衛生試験場の前身は大 1F.ll年

(1922)沖縄県獣疫血清製造所として設屯さ

れ、翌人1El2年より豚コレラ血清ヽ1¥.びにIii]f-

防液の製造が開始されました。昭和 2年より

豚丹北血清、同 f-1坊液の製造も開始され、さ

らにヒ° ロプラズマ病を始めとする-~もti疾病の

調杏研究も行われました。

昭和20年、戦災により庁舎、施設、,::類、

文献などは全焼し、また職員も離散して全機

能は停1f・.しました。

戦後、昭和25年に琉球政府の家畜衛生研究

所として現敷地に復活設ヽtされ、家畜衛生に

閲する調介研究と動物用生物学的製剤の製造
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を行うことになりました。昭和29年には戦前

の名称を踏襲して、琉球政府限疫血清製造所

と名称を改め豚コレラ f・防液、豚丹毒 f・防液

並びにそれらの血清の製造を再開しました。

昭和36年には琉球家俗衛牛試験場と改称し更

に研究室制度をもうけ調査研究室、製造室、

検定室の三室に業務を区分し、動物用生物学

的製剤の製造、及び検定と調査研究並びに、

病性鑑定業務の允実が図られました。

昭和47年本 I:復帰に伴い、沖縄県家lri衛牛

試験場と改称し庶務課、調査研究宅、製造室

及び競病室となったが、生物学的製剤の製造

は、国内法の適応により、中止することにな

りました。家畜衛生に関する試験研究を強化

するため、令頷或は半額国庫補助による施設

令各価、紺ii'1111屯各備が実施され現在にし、たってし、

ます。

その間家兎化豚コレラ予防液の製造による

豚コレラの防圧、ニューカッスル病の大発生

時における病性鑑定、或は防疫体制の確立に

果たした当場の役割は人きく、また住血性微

生物（ヒ°ロプラズマ、アナプラズマ）或は沖

縄糸状虫症による疾病に関する当場の試験研

究の成果は、家畜衛生行政に大きく貢献して

います。

※組織職員総数11人（事務職1人、研究職9人）

場長 次長
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庶務担当 (1人）

細菌担当 (1人）

ウイルス担当 (2人）

病理担当 (1人）

原虫•寄生虫担当 (2 人）

生化学担当 (1人）

農纂技術補佐員 (1人）

3 . 試験研究の概要

昭和47年本 I:復帰に伴い沖縄県家岳衛生

験場と改称し、家畜衛生に関する試験研究：

取り組んてきましたが、昭和53年、家鯖

関係業務の再組が行われ、従来中央家畜保

衛生所て行われていた病性鑑定業務を聞；

実施することになりました。そのため、‘片

の業務は病性鑑定業務と試験研究を主体i:,

またその他に家畜伝染病f防業務や家盗柑

対策ギ業などの検杏業務も実施しておりが

試験研究については、病性鑑定を実施す！

なかて家畜混家て最も牛産性を阻背して、！ヽ

疾病や、地域特有と思われる疾病についてi

題として取り上げ研究を実施しています。

l)ウイルス実験室

家畜・家禽のウイルス性疾病に関する症

鑑定および試験研究を行っています。国内

ーの亜熱帯圏に属する本県ては、力やヌ加

などの飛翔昆虫は周年活動がみられ、アカ

ネ病、牛流行熱、 1:J本脳炎などのアルポり

）レス（吸血昆虫媒介ウイ）レス）の感染に以

種々の疾病の発生が見られています。本宅

は家畜や吸血昆虫からのウイルス分離.ij!i 

検査などを通じ、本疾病の解明と予防法0l

立を図っています。その他の課題には牛/i.

ローマ病の免疫機構、プ）レータングウイ］

の病態の解明を独自に実施しています。

2)細菌実験室

家斎 ・家禽の細菌性、兵菌性疾病に関す｛

病性鑑定および試験研究を行っています， i

験研究てはこれまて牛のデルマトフィ）レi.i

豚赤痢、豚の大腸菌性ド痢、牛の兵菌性乳

炎、豚のレプトスピラなどが実施されて；i

した。特に新生獣の大腸菌性ド痢症の診f

は他に先駆けてDNAプロープ法、 PCR炉

どの分子生物学手法による早期・迅速診u
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の開発にも取り組み診断技術の向 1:ーを図りま

した。また近年問題となっている薬剤耐性消

の実態調杏や抗l府薬感受性検杏を行っていま

す。批近ては0157の保菌実態調杏やI討体の

遥伝-f解析を地｝じの衛牛研究所と辿携して実

施しております。 1勺成10年度からは人消易菌性

腸管澁血症（浮腫病）の研究課題を叶画して

います。

3) 原虫•寄生虫実験室

沖縄県の原虫・岱生虫病には、家畜伝染病

f防法て指定されたヒ°ロフ ラ゚ス‘` マ病（バベシ

ア・ビゲミナとバベシア・ポビス） とアナフ°

ラズマ病（アナフ゜ラズマ・セントラーレとア

ナフラズマ・マージナーレ）があります。本

室ては、ヒ°ロプラズマ病f防のため、疫学調

査や予防法などの試験研究を進めてきました。

寄生虫に牧野に生息するマダニ（オウシマダ

二）の生活様式を解明し、その牛活様式に合

った適切な駆除剤の選定や使J廿方法を検索し、

これらの研究成果の実践により八碩山地域て‘

は平成7年にオウシマダニは撲滅され、現在

その清浄化維持のための各種検査を行ってい

ます。また平成 7年からアナプラズマ病対策

として抗体検究や血液検査による没潤状況調

査の研究課題に取り組んています。

4)病理実験室

病性鑑定の家畜や試験研究に伴う家畜の病

理解剖および病理糾織学的検査と試験研究を

行っています。本宅てはこれまて輸入牛に発

生した臼筋症、牛のソテツ中毒、レプトスピ

ラ病に閲する研究が行われてきました。平成

9年からは豚の肺炎に関する酵索免疫組織学

的診断法について取り組んています。

5)生化学実験室

血液化学的性状およびビタミン官の徴見成

分の検査による疾病および健康状態の診断や

農薬、布毒植物の中品物質の検出および実験

動物による中苺の f防、治僚法の試験を行っ

ています。これまて‘‘には牛のソテツ中澁症、

牛の銅欠乏症の解明を行っていて、平成 8年

からは黒毛和種育成牛の各種血清の正常値範

囲についての試験に取り組んています。

海外においては、近年狂牛病、日蹄疫、 ト

リインフルエンザなどのいわゆる超弩級の伝

染病が相次いてアウトプレイクしております。

枇界的に物流の激しい昨今、こうした海外悪

性伝染病や人畜共通伝染病はいつ国内または

県内にf受入してもおかしくない状況にありま

す。当場においては、これらの伝染病や畜産

農家の生産の大きな阻＇吉要囚となる家畜疾病

に対処するため、情報の蓄柏や診断時術の向

上を図り、家畜衛生の面から家斎板興に寄与

したし、と思し、ます。

H本中央競馬仝(JRA)からのお知らせ

U本中央競馬全ては、畜産の似奥に森するため本会の剰余金を活用し、農林水産大臣の認、orを受けて、
叫法人、財団法人、農t,;心が尖施する卜記のI~業について助1成を行っています。

(1) 畜沌の経祁；又は技術の指迅の，、ド業 (5) 紅発の技術の研究開発に係る・μ業

(2) )~] 月 j'卜の 'L産の介理化のための·~業 (6) f.i産に係る公~l}の防止及び臼然環境の保全のための1-'業

13) 生乳の4産の合理化のための1じ業 (7) その他、畜沌の板興に沢すると認められる事業

(4)'. 求輝性の1,,1.t-.のための・μ業

翫合わせ先 〒105-6035 束点都港[x虎ノ 1'~4-3-1 II本中央競馬仝巾業助成部雀r発助成諜 ft03-3591-5251(代表）
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［ 海外情報 1』

国際シンポジウム"Ammoniaand Odour Emission 
from Animal Production Facilities"に劉JDして

黒田和孝

昨年10月6Rから10[・Iまて、オランダて--,非l

催された国際シンポジウム "Ammoniaand 

Odour Emission from Animal Production 

Facilities (畜廂施設からのアンモニアおよび

悪臭の発生の調節）”に参加する機会を得た。

主催はNVTL(Dutch Society of Agricul-

tural Engineering)、賛助としてCIGR(Com-

misson International du Geine Rural)及び

EurAgEng (Europe Agricultural Engineer-

ing Society)が名を連ねている。会場となっ

たのはオランダ北部の都市 's-Hertogenbos-

chの近郊にあるVinkeloordという一種の休

暇村（宿泊施設の他各種娯楽施設、レストラ

ンやマーケットなども備えている）てある。

周囲を晩秋の黄築した雑木林に[1ijまれ、篇IIび

た環境のなかての開催てあった。参加者は約

170名、開催地オランダの45名を節頭にヨーロ

ッパ地域の参加者が 3分の 2以卜を占めた。

1::1本からの参加は国研、大学、民1関を含め11

名てあった。

l . 開催の背景

このようなテーマて‘シンボジウムは上記の

学会としても初の開催てあるが、その背屎に

は、畜産業に起因する環境汚染がtit界的に深

刻化している状況がある。特にヨーロッパ地

域ては、ふん尿由来のアンモニア態窒索やリ

ンによる上壌汚染、酸性雨による被害 (t.i産

からのアンモニアの揮散が要因のひとつとさ

れている）、悪臭問題の顕在化など、岳産がも

農林水産省畜産試験場

たらす環境問題がlittしい局面を迎えている

加えて畜,:fからの温宅効果ガスの放出が峨

温暖化に及ばす影秤への懸念も大きい。既．

EC各1刊ては家俗の飼捉頭数制限、 l甫I楊へのA

ん尿投人のlrt・ 時期の制限などが法制化さ1.

てし、るが、沿染物質の放出をし、かに抑える‘

という晶凶が今後の畜唯の在り方を大き〈左

イiすることは間追いない。

もシンポジウムの概要

期間中の発表はII頭発表78題、ポスター角

表15題を数えた。テーマは①氾染物tu謡
モデリングとバラメータ、②放出の計測，閏

録、③給餌法と放出、④施設と貯留物からり

放出、⑤スラリーの貯留・処理からの放批

⑥スラリー処理と貯留、⑦脱臭処理、⑧囚

管理と放出、⑨放出の調節技術と経済性、 ［

添加剤による放出低減、⑪人間の健康と脳

の11に分かれている。内容的には畜産の各i

面（畜含、ふん）永処理、圃場遠Ji:)から呪

染物質の放出の定械評価にI対するものが半分

以卜を占めた。ふん尿処理の形態としては入

ラリーの貯留・撒布に関するものが多いが、

これは欧米てはふん尿を混合状態て，.貯留し、

時期と必要に応じて圃場にi散布する方式がt

流てあることによる。ただ、近年は雄肥依

理も行われており、堆肥化に閲する発表杯

つか兄られた。物質の中ては主にアンモニ＾

の放出に焦点が閥かれており、大部分の発表

て言及されていた。また、温室効果ガス。



にメクンと亜酸化宅索）の放出への関心力喩；

（、これらの測定に関する発表も多かった。

臭気物灯や温宅効果ガス守の氣1本成分は低沿

后経II寺的変動が大きいため、け］放系（特に

翡閲埴）ての定鼠，，平価が困難てある。測定

対象や方法・条件の追いもあるが、研究者に

よって放出hしのn平価にはかなりの培があり、

技術的な検討と測定法の統 -Cl)必要が感じら

れた。

対策技術閲連ては、脱臭処理システム、ふ

ん尿への添加剤、施よ構造の改良、飼料成分

の調節などがtな課題となっている。脱臭処

理としては充瑶塔式の生物学的脱臭処理シス

テムが注Uを集めており、数題の発表があっ

た。添加剤の利用の中ては酸性物灯（乳酸や

硝酸）の貯留スラリーヘの添加によるアンモ

ニアの揮散抑制、スラリーヘの粉砕ゼオライ

トの混合による圃場撒イIi後のアンモニアの発

生抑制等、筒易な対策として考應し得るもの

が幾つかあった。施設としては畜令の1禾面や

貯留ピットの構造、換気方法等の改良による

放出低滅の研究が多く紹介された。特にオラ

ンダては汚染物質放出の低い畜舎を指定規格

（グリーンラベルと呼ばれる） とし、推焚．

麟が行われるなど、この方面に力が注がれ

ている。飼料成分の調節は H本てもポピュラ

ーな諜題となっているが、 ここては粗蛋臼質

の低減による排泄物中のアンモニア低減を狙

ったものが多かった。

節者自身は堆肥化処理ての徴生物添加によ

るアンモニアの発牛低減の試みについて発よ

し、有効性や微牛物の利用法などについて幾

つかの質問、、意見を受けた。市販の添加型臭

気対策沢材に関する発表も数題あり、効果あ

りとする報告（例えばベルギーの研究者で

豚含の床―ドヒ°ットに貯留したスラリーに微牛

物賢材を添加し、アンモニアの揮散抑制をみ

とめたものなど） もあったが、明確な効果な

しとするものもあった。いずれも内容的には

市販11111のテストに止まり、臭気低減の機If-を

蔽密に調べたものは無かった。 H本てはこの

ような森材は広く使われているが、効果の曖

味さ、含什・成分のイ＜明など、現状ては対策技

術としては問題が多い。こういった森材を巡

る状況は海外も [11]じ模様てあった。

3 . おわりに

今[nl、海外の畜屈環境問題の研究動向を1府

緻的に兄ることがて‘‘きたが、特に感じられた

のは、欧米、特にヨーロッパ地域のこの分野

の研究勢力の大きさてある。無論、欧米にお

ける甚幹産業としての畜産の占める重要性と、

環境汚染の深刻化に伴い畜産のイ千続の危機が

叫ぱれている状況をみれば‘腎然のことかも知

れないが、畜産が環境に及9ます影響について

の広範な視野と、具体的な行政措箇も踏まえ

た竪実な取り組みが窺われる。情報交換や技

術交流など、海外の研究者との協力は今後更

に必要になっていくものと思う。

最後に、今回の参加には科学技術庁の国際

研究集会派逍制度の援助を得ました。お力添

え項いた各位に対し、ここに感謝の寇を表し

ます。

~
年
21 



「 海外情報2』

覇誤全をElしたスラリー＃罷囲柑慮湧昧における9肩
原田 靖生（はらだ やすお）農林水産省九州農集試験場生産環境部、前農叢研究センター

はじめに

現在、家畜ふん尿が原因となる環境汚染は、

我が国だけてなく、畜産の先進国てある欧米

諸国においても極めて重大な問題となってお

り、行政的な規制・制度の制定や技術開発に

よる対策が積極的に進められている。ヨーロ

ッパにおいては、環境汚染防止のために採択

されたEUの硝酸塩指令に碁づき、各国それ

ぞれが環境汚染を生じないてふん尿を七壌施

用するための規制を定めている。ドイツやオ

ランダなど一部ては、メタン発酵やハイテク

技術を用いた汚水浄化処理などの研究・実用

化が進められているが、基本的には俊良農法

を定めて上壌施用の適正化を図る方向にある。

アメリカにおいては、ヨーロッパはど岳産環

境問題が厳しい状況にはないが、すべてのふ

ん尿を展地に施用することを碁本として環境

汚染防止対策を進めている。これら欧米諸国

と我が国ては畜産を取り巻く情勢が大きく発

なるために、制度や技術などをそのまま袢人

することは無理があるかもしれないが、欺

におけるふん尿の I:壌施用の動向を把握し：

おくことは、我が[E]ての今後の方向を考註

うえて重要てあろう。ここては、欧米諸［削

おけるふん尿の土壌施用に関する規制の概t
について、また只境保全的な施用技術に初

てドイツとアメリカを中心に紹介する。

2 • 欧米諸国と我が国の家畜飼養
の状況

欧米諸国と我が国の農地面積、家畜紺養面

数および飼養密度の比較を表 1に示す。紅

面積 1ha当たりの家雀飼焚密度をみると、屠

も高いのはオランダてあり、 1 ha当たり牛t;

らば2.3頭、豚ならば7.1頭となり、他の目，：

比べて際だって高い。アメリカては、飼養負

数は多いものの、屈地面積も広大てあるtt,

飼養密度は極めて低い。我が国は、鶏の位負

密度は高いものの、牛と豚の飼旋密度はド1

ツ並てあり、全体としてみるとそれはど約

わけてはない。 しかし、我が国の店地は水冊

表 1 欧米諸国と日本の農地面積およぴ家畜飼養頭数の比較1)
(FAQ 1996) 

ドイツ フランスオランダデンマークアメリカ 日 本
農地面積（万ha) l、731 3,012 197 269 42,695 508 

牛飼養頭数（万頭） 1,589 2,066 456 205 10,349 488 
飼養密度（頭/ha) 0.91 0.69 2.31 0.76 0.24 0.96 

豚飼養頭数（万頭） 2,374 1,480 |、396 l、108 5,826 990 
飼養密度（頭/ha) I .37 0.49 7.09 4. 12 0.14 1.95 ―---- ―-----鶏飼養羽数（万羽） 10,400 22,142 8,956 1,867 155,300 31、000
飼養密度（羽/ha) 6.01 7.35 45.46 6.94 3.64 61.02 

~22 



の占める割合が邸く、水田を除いた畑地‘りた

りの制養密度てみると、オランダに近い数字

になる。

3. 欧米諸国における家畜ふん尿
箆用に関する規制

EU諸国およびアメリカにおける家畜ふん

尿貯蔵施設およびふん尿施用管理に関する規

卸）概要を表2にまとめて示す。

EUては、硝酸塩脆弱指定地域（地下水の硝

麟濃度が 1Q'りたり 50mg以上またはその恐

れのある地域）において水質汚染の原因とな

環酸塩の没透、流出を防止する目的て｀、硝

骰塩指令を提示している。硝酸塩指令のポイ

ントは、各I~が指令の趣旨を踏まえて、環境

椀弱地域の指定、優良震法の規定、同地域に

対する国内行動計画に関する国内法のt法拮

箇をとることてある。優良牒法としては、①

肥料施用の禁止時期、上壌型・気象条件など

を考慮した施用方法、②傾斜地、凍結漿地な

どへの散布禁止、③ふん尿貯蔵施設容蘭、水

貸汚染防止対策の義務づけ、④窒索換祁によ

るふん尿散布址の制限（当面210kg/haを上限

とし、その後は170kg/haとする）などを含ん

ている。

表2からわかるように、 EU諸国において

はそれぞれ多少の違いはあるものの、施設に

関しては、①一定規模以上の畜舎・ふん尿貯

巌施設の建設は許可制、②畜舎・ふん尿貯蔵

施設立地の制規、③一定期間分のふん尿の貯

磁容乱の確保、④アンモニア揮散・流出防止

対策などかなり共通した規制が行われている。

ふん尿の施用管理に関しても、①ふん尿や化

学肥科の管理計画作成および記録の保持・提

出、②散布祉の制限、③散布地の制限、④散

布時期の制限、⑤散布方法の制限などの項目

は各国共通している。

アメリカては、水質汚染防止のために制定

されたクリーン・ウォーター法において、大

規模畜産経常はボイント・ソースとみなされ、

許可制度になっている。ふん尿の施内管理に

関しては、ふん｝永や畜含汚水を表面水に放流

することは基本的に禁止されており、これら

はすべて混地に散布しなければならない。し

かし、アメリカてはEU諸国のように展地に

対する散布埜の制限はなく、ふん尿の適正散

布鼠に関する全国的なガイドラインもない。

州によっては、畜令・ふん尿貯蔵施設立地の

制限や散布地の制限を設けているところもあ

るが、これらの規制はEU諸国に比べるとか

なり緩やかてある。

4 . ドイツにおけるふん尿施用の
動向

(1) ふん尿の形態と畜舎の床構造

ドイツては、たいていの場合、ふん尿はス

ラリーとして塁地に施用している。スラリー

の流動性を改善するためやメタン発酵を行う

ための前処理として、スクリュープレスなど

を用いて固形物を分離することはあるが、堆

肥の製造を目的として畜舎て固形物を分離し

ている例は少ない。酪晨ても、また養豚にお

いても畜含の床はスノコになっており、自然

流下式が一般的てある。

ヨーロッパては家斎ふん尿から揮散するア

ンモニアが酸性雨の原因になると考えられて

おり、アンモニアの揮散防止対策は極めて重

要と受け止められている。ドイツては、大気

中のアンモニアの90%は農業由来てあり、そ

の大部分は畜産由来とされている。また、開

放型の貯留槽にふん尿を貯留しておくとアン

モニアの30~40%が揮散すると言われている。

アンモニアの揮散を防止するには密閉型の貯

留槽が有効てあり、地下貯留槽や上部が密閉
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表 2 欧米諸国における家畜ふん尿の施設およぴ施用管理に関する規制の概要2-4)

施設に関する規制 ． 家畜ふん尿施用管理に関する規制

大規模畜舎・ ふん尿貯蔵施設の10家畜ふん尿に関する連邦法
建設は許可制 散布制限：窒素210kg/ha/年以下、 1998年から I70kg/haミ

6ヶ月以上のふん尿貯蔵施設の 2000年からリ ン酸、カリも制限の対象となる。

設置。 l 散布時期制限： 11月15日~I月15日禁止。
肥料パラ ンスシート の記録保持の義務化

土壌診断 ：窒素は年 1回。 リン酸・カリは 3年に 1度

硝酸塩脆弱地帯の窒素散布量制限

◎散布地制限 （傾斜度、土質、表面水との距離等） 。 積~·

地、凍結土壌、リン酸・カリ高濃度土壌では散布禁止

敬布法規制（アンモニア揮散防止、休閑地は土壌すき込h
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デンマーク 6ヶ月以上の貯蔵施設の設置義

務

◎ふん尿貯高施設は被覆が必要

◎畜舎・ふん尿貯蔵施設立地の規

制（取水口、公道、隣家からの

距離）。

一定規模以上の畜産施設の新設

・拡張の許可制。

アメリカ I クリーン・ウオーター法による
水質汚染防止対策

1000家畜単位 (AU)以上の高密

度家畜飼養経営（ポイント・ソ

ース）に対し許可制度

(IAU=肉牛 I頭、乳牛0.7頭、豚

2.5頭、採卵鶉100羽）

-NC州水質無放流規則

畜舎 ・ふん尿貯蔵施設立地の規

制（農家以外の住宅、学校、所

有地の境界線等からの距離）



された貯留槽の建設が推奨されている。

2スラリーの発生量と貯留槽の規模

スラリーの発生鼠はふんと 1永のlrl:だけて決

よるのてはなく、畜令の洗浄水や1,n水などの

温入の程度によって大きく変動する。ふん）水

のみて｀、水が混入しない場合にはスラリーの

乾物含他は10°/o程l父と考・てられているが、 そ

れては枯性が品<ilt状をしているのて‘‘ポンフ

輸送は困難てある スラリーの流動性を良く

し、ポンプ輸送を nJ能にするためには水て希

釈しなければならないが、加える水の屈次第

てスラリーのr1l:並びに貯留槽の必要容梢は大

さ〈変わってくる

ドイツて一般的に用いられているスラリー

のマニュアルに記載されている家斎｝ド．位

(GV)当たりのスラリ一発牛111:と乾物含砒

との閲係を表3に示す。乾物含屈が10%の場

合には、 lGV芍たりのスラリー発生祉は乳

牛ては 17m•/年、肥育牛ては12m•/年、肥育

豚ては 13m•/年てある。しかし、雨水や洗浄

水の混人を考砲すると乾物含乱は7.5%程度

を相定するのが妥‘片てある。また、 スラリー

の散布が禁止されている時期もあるのて‘‘、 6 

ヶ月分程度の容凩のある貯留槽が必要てある。

これらを考應すると、 スラリー貯留槽の必要

祖l(は、 lGV'片たり乳’ドてはllm¥肥育牛て‘

）

量
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は8m'、豚ては 9m'となる

(3) スラリーの養分含量の把握

スラリーの施用欣を決めるためには、その

なかに合まれる投分含闊を把据する必要があ

る。ふんのような 1,_1;7形物の場合には、投分合

地はそれはど大きくは変動しないのて、マニ

ュアルの数値をそのまま使用してもかまわな

い。しかし、スラリーの場合は水の混入割合

によって投分含屈が大きく変動するため、検

査機関に分析を依頻して確認することが必要

てある。また、スラリー中のアンモニウム含拭

を知ることがとくに屯要てあり、アグロス、ク

アントフィックス、ギュレマックスなどの迅

速分析法が開発されている。これらの方法は

取り扱いが簡易て.5 -10分程度て測定oJ能て‘

あるのて、牒家がスラリー散布前に測定して

散布鼠を決定することが可能といわれている。

(4) スラリー施用に伴う窒素ロスの防止

スラリーを震地に施用すると、窒索の一部

がアンモニアの形て大気中に揮散したり、土

壌中ての硝酸化成により硝酸塩の形態て溶脱

したりする（図 1) 。 •一般的には、施m した時

点と作物が袋分を吸収する時点との時間的間

隔が長くなればなるほど窒索の損失は大きく

なる。そこて、スラリーは春季あるいは作物

生育期間中に施用すること、耕地全体に均等

施用すること、 11川の施用址を最人:40m•/ha

図1 施用されたスラリー窒素の挙動”
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以ドに制限すること、私に施mが必要な場合
には硝化抑制剤を併用することなどの指1,ll,が

なされている。

スラリーを f・.壌に表面散布すると、数時間

後にはアンモニアの揮散批は蔽大になるのて、

散イIi後速やかにすき込む必要がある。豚スラ

リーを表面散布して耕起した場合としない場

合のアンモニア揮散址の比較を図 2に示す。

その場合、深耕するとスラリーの投分が上壌

の深部に入り、幼植物が吸収てきず、結果と

して硝酸の溶服凩が増えるため、浅耕の方が

望ましい。また、スラリーインジェクターを

用いて J:壌中に注入する方式ては、揮散損失

を2-5%程度に抑えることがてきるのて、

この方法が推奨されている。作物によってす

き込みなどがてきない場合には、アンモニア

揮散を抑制するような気象条件の H (雨k、

低温）を選んだり、水て希釈して施用するの

が望ましい。

5 . アメリカにおけるふん尿施用
の動向

(1) ふん尿の形態および貯留施設

前品のように、アメリカては1,000家畜単位

(1家畜単位は455kgの牛 1頭、25kg以Lの豚

2.5頭、あるいは25kg以ドの豚10頭に相当す

る）以卜の大規校製家ては、令米柑染物無放

流システム (NPDES)により、家率飼桂場か

ら出てくるふん尿は貯留しておき混地に施用

することが義務づけられている。

アメリカにおいても、ヨーロッパと lri]様に、

ふん尿はスラリーとして扱われることが多い。

養豚場て‘‘用いられている各種のふん尿ハンド

リングシステムの割合を図 3にぷす。全旋豚

場てみれば固形状のふんを分離しているとこ

ろもあるが、大規模森豚場てはヒ°ッ トやフラ

ッシング ・システムなどを用い、たいていの

アンモニア揮散量(μg!m引分X1,000)
6 
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図2 豚スラリー敷布時のすき込みの有憮

がアンモニア揮懃に及ぽす彰響5)
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図3 アメリカにおける豚ふん尿のハンドリング・システム

場合スラリーとして扱われている。分離さt

た固形物についても、堆肥化などの処理をII

うことはなく、ほとんどの場合そのまま印

に施用されている。

スラリーはラグーンに貯留されることがタ

く、 とくに南部太平洋側や南部中央部の州<

は、2,500頭以Lの規模の投豚場て多く用い；

れている。ラグーンは、通常、豚5,000頭-(l

ha (深さ 3-4 m)程度の大きさが必要と:

れている。 しかし、 その容蘭は降雨祉によ＾

て大きく左右され、 NC(ノース・カロライ;.

州）ては大雨によりラグーンが決壊して大

の汚水が流れ出すという事故もあった。ラf

ーンの建設については、没透性の高い土坑t



温地帯はさけること、没透性の高い f-_壌に建

立する場合には粘・l:などて底をシールするこ

となどの指袢がなされている。また、アメリ

力においてはアンモニア揮散や悪臭発生など

の規制はないため、このようなラグーン）j式

が広〈用いられている。 しかし、州によって

はラグーンは環境汚染の原因となるため、 コ

ンクリート製あるいは鋼板製のスラリースト

アを推奨しているところもある。

2ふん尿の農地施用に関するガイドライン
家畜ふん尿は塁地施用することが碁本にな

っているものの、適正施用乱に関する全国的

なガイドラインはない。その理由は、アメリ

力は広大な国てあり、地域によって上壌、気

象、作物の種類などが大きく異なるからてあ

って、いくつかの州てはその地域に合った施

用乱のガイドラインを作っている。

たとえば、 NC1小1ては、スラリーの施用は混

業施用乱（作物が吸収するだけの投分祉を施

用）を超えないよう制限されている。そして、

NC州立大学ては、ふん尿中の住分含拭、投分

の利用率、作物別の窒索施肥祉、ふん尿施用

のタイミング、飼投規模に兄合った煤地面積

などが記載されたパンフレットを作成してい

る。作物のr-想収他当たりの窒索施肥屈ガイ
ドラインを表4に示す。 また、 このパンフレ

ットには、ふん尿の施用埜を決定するための

ワークシートも付けられており、農家がnら
計算することがてきるようになっている。

3適正なふん尿施用による地下水の水質改
善

アイオワ州においてもふん尿施用のガイド

うインが示されており、アイオワ州立大学豚

栄養管理研究センターては、ガイドラインに

従って豚スラリーを 4年間施用した結果につ

いて報告している。この試験ては、 トウモロ

コシが必要とする窒索乱に基づき、 60-80ha

の震地に490Jjリットルのスラリーが 4年!Ill

施用された。この農地ては、 トウモロコシと

大豆の輸作が行われており、スラリーは人豆

の収穫後に施川される。その他の肥料は施用

されていない。窄索と しての施用械は125-

17lkg/ha (• 杓均155kg/ha)てある。

1992年から1996年まての間の暗屎排水中の

硝酸態窄索濃度の変化を図 4に示す。硝酸態

窒索混度は、 1992年の平均ては18.8mg/Qて

あったが、スラリー施川試験を始めてから次

第に低滅し、 1994年と 1995年の平均ては11.0

mg/ Qとなり、 1996年にはlOmg/Q以ドにな

った。

6. おわりに

欧米における家俗ふん尿の土壌施川に関す

表 4 作物予想収量当たりの窒素施用量

ガイドライン”

項目

トウモロコシ（穀粒）
トウモロコシ（サイレージ）
綿

小麦（毅粒）
ライムギ（穀粒）
大麦（穀粒）
カラスムギ
パーミューダグラス（乾草）
トールフェスク（乾草）
オーチャードグラス（乾草）

窒素施用量

1.0-1.25ポンドN/プッシェル
10-20ポンドN/トン
0.06-0.12ポンドN/ポンド綿
1.7-2.4ボンドN/ブッシェル

I 1.7-2.4ポンドN/プッシェル
1.4-1.6ポンドN/プッシェル
1.0-1.3ポンドN/プッシェル
40-50ポンドN/乾物トン
40-50ポンドN/乾物トン
40-50ポンドN/乾物トン

N03-N (mg/ i) 
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図4 豚スラリー謹用に伴う暗渠排水中硝酸態窒素濃度の推移61
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‘ る規制の賂備状況について、またふんf,}(.の施

用技術についてはとくにドイツとアメリカを

中心にまとめてみた。 EU諸,,,,については、畜
産哀境問題の状況が国によってかなり哭なる

ため、その対応策は多少の追いがある。しか

し、共通して言えることは、概して環境保全

に対する慈識が高く、行政・研究・農家の間

て比較的良く、意思統一が図られていることて‘

ある。このように、全体がlriJじ認識に寸．って

いることは、環境保全対策を進める I・.て極め

て屯要なことてある アメリカにおいては、

まだ畜産哀境問題がはそど品fi苫に現れていな

いため制度上の規制や技術間発のレベルが高

いとはいえないが、各州て作成されているふ

ん尿の処理や上壌施用のガイドラインなどに

は、我が国ても参考にすべき点が多々あると

思われる。

（平成9年度家畜ふん尿処理研究会）
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昨年11月と 12月に続けてtll羊に関係する会

議に出席する機会を得た。11月の会議はダチ

ョウ、鹿、山羊を対象とした新家畜沢源利用

開発調森研究-·J~業の山咋部会てあり、 12月の

会議はめんf・ 山やの特迫疾病対策・j.り業の山

洋交流会てあった。

山羊という‘家面に対する国内ての反応は冷

たく、家t.i関係者のなかてさえ山羊なんて n

本にいるの？というレベルの人が殆どてある。

ましてや家畜改良センター長野牧場て‘乳用種

としての H本サーネン種山淮や実験動物とし

てのシバヤギが飼育されていることをどの程

度の方がこ‘‘存じだろうか。これは圧倒的な情

報イ泊足もさることながら、山羊が動物工場的

な効率追求型俗産システムに馴染む家畜ては

なく、原始的な岳産の姿とも言える粗放な放

牧に適した特性を持っている家畜てあること

によるのてはないだろうか。こうした特性を

持つがために山洋は効未亜視の我が国ては家

畜としては評価されない一}jて、アフリカ等

飼養条件が過酷な地域においては輻広く飼育

されているという状況にあるものと考えられ

る。以下に111平に関する 2つの会議の概要を

紹介するのて‘‘、これにより我が国の山Yそ飼養

状況の消届ても知って項ければ幸いてある。

翻俊（ふじたまさる）

晨林水産省家畜改良センター技術部

l . 新家畜資源利用開発調査研究
事業

山羊部会（助全国競馬・畜産振興会補助事業）

1)事業の趣旨 ：ダチョウや鹿といった野生

動物の家針化を進めていくうえての販売市場

や加T.製品について検討するというものて、

いわゆる特用畜唯と呼ばれるものが陥りがち

な孟給バランスの崩壊を生じないよう市場ニ

ーズを分析・検謹するために仕組まれたもの

と受け止めている。こうした中て｀沖縄の山羊

については既に一定の販売市場を確保してい
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るという、点て他の 2岳種とは児なるが、今後

沖縄ての山羊飼育をさらに発炭させる上て｀、

rti場ニーズを探るということはイ畑I欠てある

と考えられる。

2)議題：本会議て議論された:1i項としては

①中山間地対策の一環としての山羊飼査②IIJ 

羊肉の利用③山洋乳の利川④その他の利）廿て‘

あった。

(1) 中山間地対策の一哀としての山予・飼投

搾取型俗産への反省として「山地酪震」の

ように I:地利用型家畜を中山間地保令の観、点

から兄直すべきてはないか。そうしたなかて‘‘‘

111洋も上地条件により牛とうまく組み合わせ

れば活路が開けるのてはないかとの議論がな

された。こうしたアイテ‘‘アは既に研究機関て‘‘

は‘長行に移されていて、草地試験場の生態部

家畜生態研究宅においては「在来系111洋の行

動を利川した高速逍路側面＾、加の植牛管理」に

関する研究の報告があるとともに平成9年12

月から四国農業試験場において山羊を利用し

て棚lt-l等の遊休地の管理を行うという試みが

開始されている。中山間対策が検討されてい

くなかて｀こうした研究成呆が活かされること

を期待したい。

(2) 山羊肉の利用

沖縄ては肉を祭＇似等に薬味的に食する習慣

がある。ただし去勢をしない雄tll平が主流て‘

あるため、沖縄に旅行に行って山洋汁を食べ

た人に感想を聞いてみるとその多くが「まず

い」てあり、良くて「Mとか食べられる」程

度の1111答てある。しかしながら雌山羊や去勢

山羊の肉については、こうした相手を選ぶよ

うな物てはなく、剌身は恐らく黙っていれば

「馬刺」と区別が付かない人が殆どてあろう

と息われる。海外においてもやはり雄山羊は

去勢するのが袢通てあり、私がJICA専門家と

して派追されていたォ、バール.f湘：国においても

カレー、串焼き肉、シシカバプー、餃九

ももへと山羊肉は多彩に使用されていたt

は癖や臭みもなく、食べやすい食肉てか

との印象がある。今後沖縄ての山羊fkJ消Ii

拡大するには沖縄の人が薬味的に食べる「

• 香りに強）Jな個性のある下付き山羊」 ii

光客向けの「万人向けのする去勢山羊と

羊」とに使き分けをすべきてあると考註

(3) 山洋乳の利用

沖縄における山羊の新たな可能性としてし

淮乳の利用についても話し合われたが、t
屈を確保するには乳用種（ザーネン種）叫

入が必要だが肉質が小型種に劣ること②租

秤は蚊により媒介される腰麻沌に対する樹

性が低いこと③暑熱環境 Fて乳用種はどv)"

度の能力を確保てきるか不安④搾乳や加I':

手間をかけたり、乳乱を確保するためi:1;,
飼料を給与した場合に乳製品は相当裔伯-r:;

いと見合わない等の問題があることを頭（：；

いておくべきと考える。従って乳利用につ＼

ては大規模経営体が能力の高い乳用種を植．

それなりの価格て‘乳製品を販売てきるtぶt,

ルートを確保てきた時にのみ成立する方廊

あり、小規模の農家にとっては労多くしく，

少なしということになりかねないのてIii;、

だろうか。台i弯ては山羊乳の販売が盛ん'(1

り10年はど前、長野県から随分乳用山羊が

出されたことがあったが、 その動向を知が

とがこうした方向に対する答えを出して(f

るのてはないだろうか。

もめん羊・山羊特定疾病対策印
山羊交流会（地方競馬全国協会補助,.

l)事業の趣旨 ；めん羊・山羊の疾病に月’

る関係者及び一般への啓蒙を図るととも1:

これらの生産 ・流通関係者間の連携及び

・技術の向上を図ることによりめん羊・L
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の生亮振荘を図ろうとするものてあり、今lnl

暉係者70名が集まって情報交換が図られた

2)内容； ①国内における 11心の飼袋動向②

叫叶養県てある長野県、群馬県の動向③海

外（才、ハール）における飼投尖態④山羊の j:_

要疾柄④山羊乳利IIJについて報店がされた後、

雌な情報交換がなされた。このなかて・,11や

乳利用及び情報交換て‘｀印象的てあった部分に

ついて筒単に紹介する。

1: 11」羊乳利用について

山羊の生乳を販必している宕手県の「（樹け

んこう牛乳」と宮崎県の「(1f)中村牧場」から

111羊乳の販売を手掛けてみようと考えた経緯

等が説明された。各々の製品名は「あとぴ＜

ん」「やぎみる＜」てあり、どちらも牛乳アレ

ルギーの f供（その75%程度は山洋乳に対し

てアレルギー症状をぷさないとされる）を対

象にしているとのことてあった。特にこの牛

乳アレルギーの問題に対する参加者の関心は

I! ,*i〈、乳成分特にカゼインについての質問が

相次＼、だ。

111羊乳を利用した乳製品としては闘水戸市

紅公社の「森のシェーブル館」の山羊乳チ

ーズ（サントモールチーズ・シェーブルチー

ズ）及び山羊乳チーズを利用したチーズサブ

レ「やぎ牧場」の取り組みの紹介及び試食が

なされた。試食については舌印乳業（樹チーズ

冊究所（小淵沢市）の山羊乳チーズも提供さ

れた。

(2) その他の取り糾み

情報交流の場ては参加者の様々な取り組み

の紹介と ill平に対する参加者の熱い想、いが語

られた。取り組みの中て‘印象に残ったのは千

葉県て‘‘辿園業と山平飼育を兼業されている）j

の話て、かっては剪走の際に出てくる枝菓の

処理は今まて乾燥させて燃やすしかなかった

が、これを山羊に与えることてかなりボリュ

ームを減らすことがて‘‘き、一方て扁lj産物てあ

るilly.::も沖縄向けに販売てきるということて

あった。また山羊肉の利用については長野牧

場も 10年はど前のことになるが山羊肉の利用

拡大を図るため試験的に剌身を食べてみたり

ソーセージを試作してみたことがあったもの

の、決走的なものはてきなかったと北憶して

いるが、今回中村牧場の中村氏がおっしゃっ

ていた山羊肉て‘‘サラミソーセージを作るとい

うアイデアはなかなか面白いように思われた。

余談になるがlll洋肉の刺身については美味し

いのだから、馬肉が「サクラ肉」、猪 ,~1 が「ボ

タン肉」、鹿肉が「モミジ肉」と花や紅巣とい

うものになぞった綺罷な別称があるように

「ヤギ肉」という焼き肉のような名前を「ロ

ーズ肉」とか「シャクヤク肉」というように

呼んだらもう少し一般に受け入れられるよう

になるのてはないかとし、う話も出た。
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国廉協力情親 7

ウルグアイのエスタンシアについて
大根田 狩（おおねださとし）
JICA専門家・栃木県宇都宮家畜保健衛生所

ここウルグアイては、単に「店場」といえ

ば、米 J/:.作ても畑作裳場て‘｀もなく「 l~I牛混場：

エスタンシア」を指します。（これに対して乳

川牛煤場は「タンボ」て‘す。）エスタンシアは

その規校により、「エスタンシア・グランデ」

とか、「エスタンシア・チコ」と呼ばれます。

それより小さいi11場は特に「チャクラ」と言

って区別していますが、この「チャクラ」に

は週末を過こ‘‘すための個人所有の小さな煤場

といった慈味合いもあるようて‘‘す。エスタン

シアについての統計表はド表を参照してくだ

さい。

さて、ウルグアイの内陸部は、広大なパン

バ卓I点を牧柵て区切った個人所打のエスタン

シアが、行けども行けども続きます。その所

表 ウルグアイにおける農場規模別家畜飼養頭数

ウルグアイ DI. CD. SE調ぺ 1996 

晨 場 規 模
- • -■ - --

500 I , 000 2,500 5,000= < (ha) 

く1,000 -<Z,500 -<5.000 

規模別戸致 142,207 4,140 2,905 765 210 （戸）
占有農地面積 4,567 2,919 4,452 2,588 I, 546 (干ha)

うち自然草地 3,584 2,430 3,694 2,148 1,283 (干ha)
牛餌養頭徴・ 3,329 ',919 2,844 1,627 893 (干頭）

羊飼養頭散 6、443 3、787 5,237 2,823 1,401 (干頭）

ha当り 牛 0. 73 〇.66 0.64 0.63 0. 58 （頭）

飼養頭致
羊 1.41 1.30 1.18 1.10 0.91 （預）

1戸当り 牛 79 464 979 2,127 4、254 （頭）

飼養頭致
羊1 153 915 1、803 3,690 6,670 （頭）

＊： 「牛」には乳用牛、肉用牛ともに含む

32 

イi者は専菜股‘求て゜あったり、企業てあっi、'.h

中央や地方の有力行などの I・.流階級の人炉

てあったりします。専業牒家の場合は、,~.

の繁殖IJETIのみてなくブリーダーを兼ねて．

たり複数の店場を家族が別個に管理して只

りすることが多いようて‘‘す。一方、 卜流欝

の人たちの場合、週未や反場の 2~3ケ札

バケーションをここに米て過こ、｀すための役，

な別荘としても利用しています。

所有者はいずれてあっても、エスタンシ1

ての家畜の1加舌は、実際は裳場主に崩われ！、

「ガウチョ」と呼ばれる誇り高いカウボー！

（牧箪）たちが、住み込みて‘牛活しながら,~

業にあたっています。こちらては肉用牛はI:

とんどが丸3年（雌は 4年）の「放伽lい」＜

飼旋管理といっても 1-2ヶ月令ての・上勢：

焼烙のはかは、年 1回の寄生虫駆除の投業『

業程度てす。去勢、焼烙、耳切、脱角、 nり

羊の群れを管理するガウチョ

如t技術 !998q 4~, 



チン接種等の作業は、牧場の一角にある検査

用のバドックに追い込み、 1頭ずつ保定しな

がら行います。以前はお祭り行ボ（シェーラ）

として、これらのすべてを 1nて実施してい

たそうですが、今は牛へのストレスが多過ぎ

るということて‘ヽ 、何[ujかに分けてやっている

ようて｀す—

ところて、こちらて飼浪される肉川＇卜がヘ

レフォード種セ1本なのは、脂肪ののらない赤

卵がウルグアイ人に好まれているためだそ

ぅて、この点、アンガス種が多い隣国のアル

ゼンチンとは少々哭なるようてす。品種改良

＂ や、肥育期間、増体屯の調整についても、赤
閥の産肉性を重視しながら研究を進めてい

るとのことてすが、実際の農場ては、 fj然単

地の一部にイタリアンなどの直播き改良草地

を設けて、肥育木期の数ヶ月を放ち、出荷に

向けた増体（まさに単なる増体）のために食

， べさせる、といったこともやっているようて‘

す。

この 1-2年は、ウルグアイの内陸部ては

「ばつのため卓牛が悪く、秤付けが遅れたり

翻期間が平年に比べて延びてしまうなど、

、かなりの打幣を受けているようてす。
方、エスタンシアては例外なくといって

よいはと平を混牧飼旋しており、実際のガウ

チョたちにとって、牛に手間がかからないぶ

ん、これらの羊のttt話が 1日の仕事のようて

す。羊は飼養数が多いのはもちろん、 その食

性から言ってもこまめな草地のローテーショ

ンが必要て｀すし、同じ品種（こちらてはメル

リン種ーコリテ‘‘ールとメリノーの中開種ーが

一般的て‘す）ても肉川、 羊毛用、 そしてその

雌系、雄系といった具合に群別管理をしなけ

ればなりません。また、内 ・外部寄牛虫駆除

のために定期的な薬浴や駆虫も必須て‘す。そ

して1叶よりも、羊はガウチョたちの毎Uの食

料となるのて‘すから面倒を見るのは当然て‘‘す。

このはか、エスタンシアの家畜として、す

べての牧場につきものてあり、ガウチョたち

の生活に欠かせないもの、それは馬と）ミてす。

各震場ては使役用の馬を数頭～卜数頭必ず飼

っており、それはそれは大切に扱っています。

馬はガウチョ逹の通常の「足」てあり、家畜

集めの逍具てあって、都会の「車」以上の生

活必孟品てす。マントを材織ってこちら特布

の「マテ茶」を片手に馬にまたがれば、ガウ

チョたちは何Uも馬から Fりなくても大丈夫

かも知れません。そして犬、主人の行くとこ

ろいつも足元にまとわりついている彼らは言

うまてもなく、終日生活をともにする家族の

一員て｀す。もしかしたら犬を家斎と言うとガ

ウチョたちからけげんな顔をされるかもしれ

ません。

このようなエスタンシアの形態は過去100

年以上にわたり変わることがなかったようて‘

す。そしてこれから何 t--年も同じような気が

します。
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国廉協力情親2

タイの牧草種子生産
布野秀隆（ふのひてたか）

農林水産省畜産局自給飼料課（元JICA専門家）

l . 大家畜生産の拡大に不可欠な

良質粗飼料

タイは、證哭的な経済発展を反映し、従米

の米や魚を中心とした伝統的なものから、肉

や牛乳・乳製品などを中心とした「食の欧米

化」が運んて｀いる。特に、飲用牛乳の消費批

は、1985年と比較すると95年は7.3倍と飛躍的

に増加している。また、政府は、 97年にスタ

ートした第8次国会経済社会発展5ヶ年計画

（以ド、第 8次国家計画）において、生乳生

産拭を現状の3.7倍、牛肉生産闊も年10%の拡

大という高い ~l 標を掲げている。

しかしながら、大家俗飼養の視状をみると、

数多くの改菩の余地が残されている。例えば、

搾乳牛の乳はは 1日‘りたり 10kg程度てあり、

乳址を伸ばすには乳牛の個体能）Jのアップも

さることながら、供給栄森の改iff-がイ,nf欠て‘

ある。また、牛乳生産伐をみると、労働代の

占める割合が低い一方、飼料柑の占める割合

が高く 5割を上回っている。特に、配合飼料

価格の急激な上昇て‘畜産混家の飼料骰負担は

年々店まっており、昨年 7月のバーツの変動

相場制移行により価格がさらに上昇すること

が懸念されている。

タイの農村ては長い間、田の吐逍、森林、

道路脇の野草や稲わらなど牒場副産物により

牛や水牛が飼育されてきた。また、気候は大

きく雨李と乾季に分けられ、雨季には胃草を

家畜に給サてきるが、乾季は稲わらとi蛉

料に頻らざるを得ない視状にある。

このように、年間を通じて良質な粗飼M

低コストて安定的に確保することは、斎産9

家にとって経営上、最も重要な諜題とな<

いる。このため、政府は、畜産農家が政府

ロジェクトて‘牛を袢人する除に牧卓地の筵t

表 1 タイの畜産物の消費動向
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賣料； Office of Agricultural Economics, MOAC 

表 2 タイの生乳生産費 (1996年）

（単位：パーツ/IOO!g

区分 1 費用「云百面~
飼料

労働費

379.9 52.4 日；
264.9 36.6 

115.0 15.9 9.' 

128.3 17.7 3.C 

95.4 l'.L2 3呵

52.0 

14. I 

10.9 1.5 
ヤ

I 

建物・農機具費
-- -
燃料・電気費

地代

言— I 7:::~I -IQ翫ェ
資料： Office of Agricultural Economics, MOAG 

注： 1バーツは約 3円
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を必務づけているはか、公共i?地への牧が種

砂）追播、農家の小規校な，'?地造成への補助、

糾料作物栽培の小11ft[-の配布、飼料作物の調

閲利用技術の指消など、飼料作物牛:T;位の沖及

を斎産農家へ強く働きかけている。

も政府か主導した牧草種子の

生産

タイ政府は、 76年以米、大家畜生光の）-i騨礎

即となる牧侶種 fを農求に牛:,屯委，心して買

、上げる 'f¥.業を行っている 96年の買い]・.げ

数問は600トンて、 1:な肛秤は、ルージグラス

(Braclziaria ruziziensis)、ノ、マタ

(Stylosantlzes harnala)及びギニアグラス

(Panicum ma.,i:imum TD 58)てある。

80年代まて、買い上げ数~址は年間200-300

トン程度てはとんどがマメ科のハマタてあっ

た。買い上げ種 fは、 tに公共店地への追播

などに使われていた。その後、肉牛及び乳牛

靖額を反映し、 90年代に人ると）レージグラ

スなどイケ科牧位種 fの数hしが増加し、牒家

の小規校な牧依地造成などに使われるように

なった。 96年には、ルージグラスが令体の半

分以卜を占めている。 また、 93年以降、菓部

の収姑が多く採種址も比較的多いことから、

ギニアグラスの種 f生産が削えつつある。

採種塁家が生産した種[-は、①政府が尖施

している酪裳賑典フ゜ロジェクト、②農業・協

佃］組合省が実施している肉牛牛咲 ・酪農振興

プロジェクト、③同省畜廂振興局が実施して

いる各種プロジェクトに使用されている。

政府が買い上げる以外の流辿経路としては、

闘塁家が畜産農家笠へ直接販売する場合や

響鱈会社が採種裳家と契約4滋した種子

を愉出している例などがある。 しかし、マー

ケットが未悠備のこともあり、欣的にはまだ｀

少ないと推計される。

75% 
一ー
採種農家

T 三
種子生産 種子生産

• . { 政府機関 }' 
買い入れ 1

‘’ 

［ 政一竺ー」 」
図1 タイの牧草種子の生産・流通

表 3 タイにおける牧草種子生産量の推移

（単位：トン）

区 分 , 1990 1991 I 1992 1993 1994 / 1995 1996 

政府 109 99 67 177 129 172 92 
ルージ
農家 120 05 196 250 575 324 

グラス i 
, 

計 109 219 272 373 378 747 416 
- .- I -← 噌•

: ~ : l 一政u政計府府j ' _・ ---:ー14・ -•. ・ -::＿16 - ー--II 
5 51 37 

4 10 90 76 
. . ..'..... 

4 5 141 113 
- - +-~ -....'" ー・一一
8 4 24 18 

"マタ 1農家 '"I"' 174 305 40 130 m 計 198 337 184 313 44 ご，五山
I • 

政府 44 45 62 75 I 52 71 47 

その他 1農家一 2 
-- -1- 一ー 75 ―1― ・5・2・_,・・・ 71 

計 44 45 62 68 
＋ +• ご一

政府 167 160 240 260 190 194 

合計 1農家 184 442 279 505 300 600 

計,351 602 518 765 489 I , I i 3, 794 

資料： Animal Nutrition Div1s1on, DLD 

注：農家の生産量は、政府に売り渡した数量のみである。

3 . 地域条件にマッチした
東北タイの牧草種子生産

牧伊種子の生帝は、大部分が東北タイて行

われている。 96年の政府買い上げ数址のうち

96%が本地域て牛産された。本地域の年平均

気温は26.8℃て‘、 4月が最も衿い。降水祉は

年間1,200mmてあるが、乾李の降水址は年間の

13.1%に過ぎず、特に11月から 1月にかけて

は}J降水旦が10mm以下となっている。本地域

の牧が種 r-生産は、この特徴を活かして行わ
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れており、 J:トj-}に牧，＇れの種 fを掃種するとと

もに、ほとんど降雨がない乾令に牧心CHf-の

収穫及び調製作業が行われている。

本地域ては、 4月から起 t・..砂 I:などの悠

地作業を行う 。過去には水牛や役牛が作業の

動）Jてあったが、現在てははとんど耕転機が

使われている。1番種は、雨令の始まる 5月か

ら6月L'aJに行われる。1番種：1iは、ルージグ｀

ラス及びハマタて 1kg/ライ (1ライ 16ア

ール）、ギニアグラスて0.2kg ライとなって

いる。1番秤の）j法は、ルージグラス及びハマ

タは条播、ギニアグラスは育苗し、 1ヶ月後

に移植する }j法が取られている。

施肥は、ルージグラスては化成肥料を発芽

後30日頃とtm化期に25kg/ライが'¥闊づつ施
用される。ギニアグラスは、移植時に1,K索30

kg/ライ、開花期に化成肥料25kg/ライをそ

れぞれ施用する。また、ハマタは、育苗期に

化成肥料25kg/ライ、イi灰lOkg/ライを施用

する。しかしながら、肥料は農家に取って高

価てあり、必ずしも甚準通りに施肥されてい

るとは限らない。

種＋の収穫は、最も労力を必要とする作業

てある。熱帯牧平の特徴として、種 fの登熟

が一様てなく、 しかも登熟した種子から浴ト・

してしまうため、収穫の作業はすべて手作業

て行われる。）レージグラス（写真）は、乾予

に入った11月に収穫される。収穫の方法は、

収穫の 1~ 2週間前にあらかじめ竹の紐て苓

を束ねておき、種 fが登熟した時期に束ねた

茎を揺すり、落下した~種 fを網て‘受ける方法

を取っている。この）j法は、 ''LivingSheaf 

Method"と呼ばれている。この方法て、一人

H当たりの収穫址は10kg程度てある。収穫

期間は、 3~5R間隔て-2週間程度てある。

ギニアグラスの収穫方法も、ルージグラスと

同じてある。ハマタの収穫は、ほ場の I:が乾
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ルージグラスの収穫作槃

煉した 1-2月に行われる。 この時期は、 P

雨の心配が必災なく、種[-が地面に落ドしt

後、刈り取った拒をは場から搬出する。出；

東北タイ特有の砂質じてあるため、地廊：§

ちた種子は lこと-緒にはうきて稲き集めう1:

る。集めた種 fと上は、伝統的なふるい（か

-3 mm) と風選により選別させる。この方ど

は、 ℃ ut and Sweep Method''と呼ばれて、

る。

このように、採種の作業そのものは非佑

甘ij近代的と舌えるが、地域の震業経営にう：

く組み人れられ、合理性を有している。こ

ことが本地域て‘牧牛種千牛:,竜という特殊な魯

裳にもかかわらず、定省している要因となり

ている。

4 . 東南アジアの牧草種子供給
基地への期待

政府は、第 8次国会計画において積極仰

大家畜牛産の振興を図ることとしており、自

質粗飼料の生産拡大に必要となる良買な姐

種(・が不llf欠となっている。

-}j、タイにおける牧草種(-の国産品：：§

人品の価格を比較すると、国産品はイオ札

マメ科ともに 1kg~½ たりの価格が1001ゞー

以下てある。一方、粕入品はイネ科が200,や

佑発技術 1998!f l~ 



ッ以,-.、マメ科が300バーツ以 I・.て｀般の裳民

が翡入てきる価格とかけ離れている＾このた

め、必要となる牧~',:秤子は、品四の向 l・を図

るとともに生廂:,tを拡大し、川Jf..Jて.r'i給する

hが現’火：的てあると考・えられる。

タイの近隣の東南アジア諸国においても、

牛乳・乳製品の曲要拡大に伴う大家畜の振興

は韮要な諜題となっており、 タイ f,i]様、良質

麟l料の'-Iぅ危拡大がイ'11「クくとなっているが、
これら諸国ては気候が牧が種[-生廂にイ渾lき

てある。タイが束南アジアに適した牧が種 f

鱈価に'1洸し、これら諸国へ供給すること

は、牧叫ifd・のマーケット拡大を図るためだ

けてなく、南々協力のつとして、な義あるこ

とと考えられる。

表 4 タイの国産と輸入の牧草種子価格の比較

（パーツ/kg)

区分三 ~l_lー冒ー格十に入種子
イネ科 ルージグラス 60 シグナルグラス 235 

ギニアクラス 80 ローズグラス 283 

ソルガム 15 雑種‘ノルガム 60---140 

プリカトラム！ 60 P.americanum 90 

マメ料
ハマタ I 50 セントリオン 302 
セントロシマ 35 カシア 359 

グラハムスタイロ 50 ルナノスマクロ 396 

資料： Animal Nutrition Division, DLD 

注：輸入種子はオーストラリア産

.... 令・-.—. --・-・-・ — •一 · - -・ 一・------・ 一ー •一-- -・--. 一.・--・-・-・-・-・-----・-・-・-・-・-・-・ 
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豚におけるニューモウイルス感染の血清学的証拠
Serological Evidence for Pneumovirus 

Infections in Pigs 
Allan, G. M. et al., 

Veterinary Record, 142, 8-12, 1998 

北アイルランドの投豚場の豚か

らm、‘血泊について、 1・-Rsウイル

ス抗l点を111いたllil接蜘光抗体法に

よる血請学的温1介を1j-った。 61群

珈 lのIfill,りを，J恥、 その内219頭

の血請 (41%)が'l・RSウイルス抗

I((/: fi..l心した。それら '!"・RSウイル

嗚豚血泊はヒ tfti 、r.~~氣管炎ウ
イルス杭原とはl:i..J、心せず、 'l0RSウ

イルス抗h;iに対し特児的てあった。

さらに 'l・RSウイルス抗原に対す

る反応特児性は哭なる反1心性をぷ

した 2種類の豚血清を選び出し、

抗'l・RSウイル スモノクローナ）レ

抗体との一if(染色によって確認し

た。また、 2版の豚について経過

血清を得て検介したところ、 '「・RS

ウイルス抗原に対する反応が'1:後

6迎から11週の間に起こることが

わかった。 'l・RSウイルス反応豚血

沿の多く (73%)て観察された祉・

光染色像は、既知の牛抗血清との

反／』じてみられるような典1'1的なも

のてあったが、残りの豚血清は典

元＇！的な反応像をぷさなかった。こ

れら異なる反応パターンと血泊中

和out験の結果を考え合わせると、

豚にもニューモウイルス感染があ

り、その豚ニューモウイルスには

i種類以上の血清利があるのては

ないかということがぷ唆された。

（家伝衛生試験場山田俊治）
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おける
系統豚供給
基地整備

堀内駕（はりうちあっし）

静岡県中小家畜試験場研究主幹

グラピアB頁

38 

1 • 静岡県における豚の系統造財

枡!iilJ!札に i,· いては、試験場格備の一~,.

てfl麻1162年に社灼試験場と壺豚試験場を伯

県菊川町に中小家俗試験場および畜栢経罰

瑳技術センターとして再編した。 kll糸部『！，．

ついては、新設移転を期にJl・1曲交虻した今：

の奸娠豚を1片l場と [,ij時に帝 l澳JIIHし、 SPF!し

を図った。 したがって、人・ョークシャー彬

統辿成は、プライマリーSPFf豚を第 1訊

として実施した。本系統は雌型の系統造成t

育種u椋としたことから、5,000頭余の整祖
紐を晶J.1tして繁殖性の｛憂れた店礎豚を進化

繁殖性とともに両勺女］性の俊れた「フジョーク．

を造成した。

「フジョーク」の‘許及を図る中て、慢恨

病の投延などにより種豚流通が制限される北

況から、雌烈系統豚とともに雄型系統豚狐

給に強い要望が寄せられるようになった。

ーガ、 jj'j'1¥者ニーズは多様化するととい

高，’，↓＼質化の傾向が-1;:しい。そこて‘、これらt

ニーズに適合する高品質肉牛庄を育枡ll担

したデュロック種系統造成を杓戎 4年から円

始した。造成に ,1,,たっては、 PSEl~J など炉

良肉を伽培する PSS追伝子（豚骨格筋リア I

ジンレセフ゜ター迫伝 f:C/T,T/T刑）を排伶

した。そして、調査豚の肉質を調杏しなが；

選抜を実施した。その結呆、筋肉中の脂駆

:1tが高し':ぷ降り肉て保水）Jの俊れた、おい v
い肉を生咲する「フジロック」が造成さ/li:

なお、 PSS追伝 fはヘテロても l~J 質に悪彫9

を及ぱすことから、雌刑の「フジョーク」 t

らも本追伝 fを排除した。

2 . 系統豚の維持、供給体制

大ヨークシャ一種系統造成豚「フジョーク．

は、秤雄豚15頭、種雌豚30頭の規校て` 試験ら

,t;, 序技術 ]998り4月
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内において維持している。絣持施設は平成 4

年度4~業として、二階建ての種豚令および分

娩、 r-豚育成施設を新設した（グラビア'If

船。その年間配布計画は、有成雌豚108頭、

fi'成雄豚5頭て‘`ある。

一方、平成9年3JJに認定を受けた雄丙邸：i

品買系統豚「フジロック」は、秤雄豚10頭、

種雌豚30頭の規校て中小家畜,a¥'.験場において

維持することとした そこて、平成 9年度事

業として維持施設の東各備を行った。 その年間

鱈計画は、育成雄豚69頭、有成雌豚16頭て‘

ある。

系統辿成豚の払ドげは、「静岡県系統豚必り

払要領」を制定し、この要領に基づいて実施

している。払下げ希望の取りまとめや管及推

進の具1本的計画は、家畜保健衛生所の管轄区

城単位に組織された 5つの系統豚杵及推進地

械協議会が作成し、各地域協議会の中て‘牛rZ=.

ヒラミッドの構築を H標に推進しているとこ

みてある。そして、 これらの計画により各地

城協議会が取りまとめた配布希望は、年 2回

開催される系統豚払ドげ調整会議て種豚の増

帷や銘柄化の，jfl曲を検討し最終決定する。

甚本的な払ドげ優先順位は、 SPF豚震場、

次いて増殖震場、一貫経営農場の）頓てある。

すなわち、静岡県てはSPF豚震場の育成を碁

本とするが、 SPF種豚を一般環境に馴化して

利用する、二形態て系統造成豚の普及を推進

している。

3. 「フジロック」維持施設の概要

デュロック種系統造成豚「フジロック」の

認，定に伴い、 認、~とさtiた禾履/j尿(1)うち禾用広佳！系と、

供給対象の育成雄豚および育成雌豚の検定施

よおよび運動場を建築rj,てある。 また、 SPF

閲境の維持のため、査材庫、ガスif1j毒庫を設

閤し、ネズミ返しとフェンスて'SPF豚施設を

介

, •. _,..,,, 

維持豚舎断面
外壁、天井を断熱力‘ルパリュームニ重錆飯を使用し、中央入

気口にはパッフルを設置して気道を整え細霧システムと換気量

により環境を制御する，全面スノコの豚房下部には糞尿ピット

を設け機密性を保持している

写真 1 建築中の「フジロック」維持豚舎
平成 9年度事業として建築中の陰圧換気ウインドウレス維持

豚舎で、種雄豚および育成豚を飼育する施設で、ガルパリュー

ム断熱二重鋼飯を使用している。

区画するとともに、系統豚の払下げ業務を効

率的に行うため、試験場と外周道路の境界に

出術台を設けた。

建築面柏599m'の新設豚含構造を図 1に示

した。豚房エリア528m'、飼料沢材庫28m'、精

液処理室16m'、屯気機械室12m'からなるウイ

ンドウレス豚含とした（写其 1)。豚舎内は、

複々列の豚房配四て｀種雄豚房12/ガ、雄育成豚

房40房、雌育成豚房 8房からなり、系統造成

豚ヽ柑及の開布となる肢蹄を強化するため、180

m'の運動場を併設した。

換気システムは、 SPF環境の維持のため入

気日に防虫網を設置した中央入気、両側排気

による陰庄換気システムを採用した。換気塁

は、豚舎両則 4カ所のファンバンクに 8甚の

ファンを設匹し、 [J:Jj転数をコンピュータて制

御する方式とした。しかし、運動場は電動力

ーテンにより環境を制御する開放式の豚舎構

造とし、育成豚の肢蹄強化とともに払下げ震
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場て‘一般的に利用されている間放式豚令環境

に馴化させる計画てある。

糞尿処理は、豚舎および述動場とも全爪iス

ノコド部に設けた党尿ヒットに貯留し、 う定

期間こ、、とに既設の汚水処理施設へ送るシステ

ムとした。

SPF環境の維持のためには、搬人する令て

の森材を消靡する必要があり、 9 m'の梢品庫

を故四し、消はする物によりホルマリンガス

とオゾンガスを選択てきる施設とした。

4. 系統豚の維持普及にかかる
研究対応

系統造成豚を利用した静岡型銘柄豚の作出

に当たり、「フジョーク」、「フジロック」およ

び他県て造成された 5系統のランドレース種

との組み合わせ検定を実施しており、 'f成10

年度を目途に適正交配組み合わせ決定する千

定てある。また、払下げ展場の衛生環境改普

をH的にしたSPF豚の一般環境への馴化方

法や、高品質な銘柄豚肉牛産マニュアルの作

成を進めている。

ーカ、雌烈と雄型系統豚て‘分娩子豚の性を

コントロ ールてきれば、種豚生産の効率化が

図られる。そこて、精{-や受精卵の一部細胞

を利用して迅速に性判別てきる方法を開発し

た。その方法は、 DNA解析技術の一つてある

in situハイプリダイゼーション法（標識した

DNAを精fや胚細胞と反応させる方法）によ

るものて、顕微鋭操作により豚胚の発牛に影

響の少ない一部の細胞を採取し、雌雄を判別

した（グラビア写真）。そして、この胚を仮腹

豚に移植した。その結果、雄胚のみを移植し

た仮腹豚が 9頭の正常な雄子豚を分娩した

（写兵2)。今後は、末存f・における分離}j法を

検討する予定てある。
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写真2 雄胚を移植した仮腹豚が正常な雄子豚を分0
豚胚細胞をinsituハイプリダイゼーション法により姓註ェ；

し、雄胚のみを移植した仮腹豚が 9頭の正常な雄子豚のみをら

娩した

5 . 銘柄豚肉生産への取り組み

雄型系統造成豚「フジロック」の維持施i

が間もなく完成し、雌型系統造成豚「フジョ

ーク」の供給とともに種豚供給基地の整伽

おおむね完了した。また、系統豚の払下lfl

計画頭数を上回る希望があり、増殖農楊IJ)fj

成が必要な状況にある。そこて、生産者と1

費者を結ぶ食肉販売店を含めた生産 ・流通、

消費体制を整備し、銘柄豚肉生産により生産

者の顔が見える販売方法を確寸1 するためIJ)信

策を展開中てある。そして、安心、高品酎

囁岡型銘柄豚」の作出を本県蓑豚振典姐

の最亜要課題と位沼づけ、安定した養豚経麿

の確立を図る計画てある。

紅産技術 !998年4ij~ 



生殖幹細胞
徳永 狩之（とくなが ともゆき）
農林水産省畜産試験場繁殖部

釉物は体を構成する体細胞（休細胞系列）

と、迫伝情報を次tU:代へ伝逹するための生殖

細胞（生殖系列） という 二つの細胞系列から

成りすっているー もちろん、成体の体細胞に

も血液、毛根や小腸の絨毛などに幹細胞がイI-

在するが、このような、分化の方向が定めら

れている体細胞の幹細胞と生殖幹細胞とは区

別される。生殖怜細胞という用点は必ずしも

一般的てはなく、今のところ用法が統一され

ていない。あえて定義すれば、生殖系列 I-.の

細胞を起源とする無限増殖性の多能性細胞と

ヽえる。つまり、胚や胎児に含まれる生殖細

抱などを培投して得られた株化細胞て、別の

胚に注人するとキメラを形成するような細胞

をさす。この概念には胚性癌腫細胞 (embry-

onic carcinoma cell, EC細胞）、胚性幹細胞

(embryonic stem cell, ES細胞）とEG細胞

(embryonic germ cell)などの細胞が含まれ

る。 EC細胞は、いわば胚が癌化した細胞て‘‘

一部にはキメラを形成するものもあるが、一

般的には染色体哭常を伴い分化能力は限られ

ている一方、 ES細胞は胚盤胞という発生段

偕の胚に含まれ、将米、胎子を形成する細胞

集f-~(内部細胞塊）を培養して得られる細胞

て、非常に高いキメラ形成能を持ち、キメラ

個体の精｛やりl・lf-にも岱与することがてきる。

この性灯を利用して様々な追伝＋組換え動物

の作出に応用されている。EG細胞は胎子に含

まれる始原生殖細胞を培投して得られる細胞

て、その性質はES細胞に非常に良く似てい

る。EG細胞には訳語がぷされておらず、これ

に生殖幹細胞をあてている場合もあり、早急、

にこれらの用語が整理される必要があろう。

実験動物ては、 ES細胞は遺伝 f組換えのマ

ウスの作出に大きく貢献し、生命科学分野に

膨大な研究成果をもたらした。 そのため、家

畜ての追伝[,糾換え動物の作出にも ES細胞

などの生殖幹細胞を）心J廿したいとする要望が

強い。また、核移植研究においても、‘り初は

ドナー細胞には初期胚と同様の木分化性が必

須と考えられ、これを大祉供給する）j法とし

て牛殖幹細胞の利用が考えられていた。この

ため、国内外を間わず多くの研究機関におい

て牛、豚、山羊および羊など家畜の牛殖幹細

胞の樹立に関する研究がなされてきた。その

結果、豚てはキメラを形成し得るES細胞が報

告されており、最近てはキメラの生殖系列に

寄与するEG細胞の樹,r..なども報告されてい
る。一方、牛においてはES様細胞の分離にと

どまり、キメラ形成能が証明された株は報告

されていない。しかし、牛ては核移植技術が

先行していたため、早速、このES様細胞を核

移植のドナー細胞として利用する試みがなさ

れた。その結果、継代が進んだES様細胞の核

を移植した胚は胚盤胞へ発育するが、胚移植

しても妊娠前期に死滅することが判明し、産

-f-は得られていない。

このような状況において羊や牛の体細胞ク

ローン動物の作出が報告され、碁礎、応用研

究の両面に衝槃を与えた。少なくとも、家畜

の複製を目的とした核移植ては、 ドナー細胞

として体細胞が適切てあり生殖幹細胞の必要

性はほとんど無くなったといえる。その一方

て、牛殖幹細胞は動物の発生分化に関する基

礎研究の碁盤としての項要性が店まっており、

今後、生殖幹細胞の分化制御による組織・臓器

の再構築技術の開発や様々な追伝 f組換え動

物の作出、特にジーンターゲッティングなど

の高度な遺伝子組換え技術への応用など、急

速に展開し畜産分野へも波及すると思われる。
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韓国政府は、 i'.-1給率を披大にす

るとともに都市と混村の格苓を足

正するためにその政策を推し進め

てきた。 また、農産物の安定供給

も韓国にとって重要な政策目標て・.

あり、国際価格の影評て生産者価

格が低下しないように輸入を制限

してきた。

韓国政府は、コメ、大麦、豆、

蕎麦、赤胡椒、生姜、洛花生、 1ミ

葱、ジャガイモ、ゴマ、大豆、オ

レンジ、牛肉、 ニンニク、 峠蜜、

生糸、朝鮮人参、松の実など牒産

物18品目を輸入するために 8機関

の国竹企業の設閤を計画したが、

自由化を行う過程において、民間

に輸人を認めてきている。 1997年

7月11::1、生鮮オレンジの輸人が

自由化され、民間介業の輸人機会

が大幅に拡大された。

韓国ては、牛肉の完全なる自由

化は2001年まてに実施されるが、

闘皿l

韓国の食肉輸入

1991年より前は、畜産物流通機関

(LPMO)が国内の牛価格を支え

るために全ての牛肉輸入を制限し

てし、た。

韓国政府は、米国等との二国間交

渉て1990年代の初め、牛肉輸入へ

の民間参入について合意した。韓

国政府は国産牛肉の購買や国産牛

肉流通市場への直接的な介人は実

施しておらず、その輸入政策は、

国産牛肉価格を国際価格の 2倍以

上の水準て‘‘維持するが、需要に見

合うような形ては国内生産を支援

していない。

韓国の牛肉輸人は、 1987年には

全くなかったが、 1993年から1995

年にかけて国内供給批の42%を占

めるにいたっている。1993年、韓

国と米国は、牛肉輸人の拭的かつ

制度的障壁を撤廃する期限を設定

し合慈した。また、ウルグアイ ・

ラウンドては、牛肉の愉入関税を

削減しつつ、牛肉輸入を増i陀

絞けることに合意している。

一方、LPMOは民間が伺翻

制度 (SBSシステム）を通じて

肉輸人に参両することを認訊

る。1997年には、 LPMOは、UR'.

合意した牛肉のミニマム .7ク'.

スの50%を輸入するが、残り舷

％については民間がSBSシス1.

て輸入するとみられる。こ〇囮

には、牛肉生産者、保冷倉庫計

旅行者、ホテルやレストランヘ，＾

供給業者や食肉関連団体が含れ

る。 SBSシステムによる輸入，j

2000年には70%に増加し、 20餅

以降、 LPMOはもはや牛肉彫

介人することはなく。民間の位，`

業者が自由に輸人し、流通てさi

ようになる。

Agricultural Outlook (USm 

ERS, November 1997) 

消費に追いつかない韓国の牛肉生産
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愛媛県畜産技術協会 々に削加しており、規校拡人が行実に進んて

いる状況にあります。

協会の概要

愛蚊県畜rifi.技術協会は畜産関係者相止の辿

携を図り、畜,;iを振奥に‘祈伊することを目的に、

平成2年10月に発足しました。平成 9年度の

糾数は総勢86名て‘‘、 19の県関係機関の技術

託巾心に、岳産関係 7団体の職且笠て構成

されております。今後も、 市町村、牒協~~ のゞ

関係行へ参加を呼びかけ、会員の妍強と冴協

会の一府の充実強化を図りたいと考えており

ます。

'ヽI協会の活動内容は、「ti殺技術」cもの会員

への~~布による技術,-n報の提供と技術研修会

（地枝俗産技術活性化特別対策1り業） をi二．と

して活動しており、 平成 8年度は「中山間地

杖における酪震・肉用牛経常」、 平成 9年度は

「俗産経営における環境問題対策技術につい

ィ」と題して研修会を開催し、会員の技術知

哉の向上と指森力の允実強化に努めておりま

t。

愛媛県の畜産の概況

本県における平成 8年の牒業粗牛廂額は

I. 715億円（対前年度比97.2%)でこのうち

斎産部門は323億円 (lr,]98.5%) と全体の約

18.8%を古めており、米、果樹とともに本県

0基幹部門として、地域牒業の振興に重要な

知］を果たしております。県内の畜種別農家

ぽ（平成9年調杏）は、乳用牛410戸（対前

年比93.2%)、肉月1牛680戸 (lii]89. 5%)¼ 豚

躙、（同92.6%)、養痢1501; (lri]lOO%)と

なっており、はとんどの畜種て‘｀戸数が減少傾

向にありますが 一戸当たりの飼投頭数は徐

畜産の振興方向

本県ては、平成｝じ年に「！荏業として自ヽ'Lし

得る牒業の確立」と「活）Jある牒村ネI・会の建

設」を枯本[j,j'~ とした「21lit紀をめざした愛

媛牒業の:J,t本方向」を策走し、 f.fI危について

は耕種と岳産の辿携による生産性の，:':jい畜r栢

経倍；を実視するため、飼料甚盤の格備や、転

作水田・用廿J:j, の効半利川による飼料自給弁：

の向 L、公共育成牧場の活用、配合飼料流通

の合理化、バイオテクノロジ一邪新技術の削

発 ・将・及守各種の施策に取り組んてきました。

しかしながら、近年の畜産情勢は、 UR股業

合慈の実施方により [i:]際化が急速に辿版する

一方、担い手のイ湛足や品齢化、さらには畜産

環境保全1問題等が顕在化し、これらの諜題に

対し、的確、迅速な対応が求められています。

このような中て、本県の岳産経常の維持• 発

展を図るためには、労働）Jの扶助や堆きゅう

肥のt地遠元を通じて、地域複合裳業の確l'T.

を図りつつ、家畜の改良増殖や耕秤部門等と

一体となった11給飼料枯盤の強化、担い手育

成や畜1祖物の高品質化守に努め、 [1cl際化に対

応しうる足腰の強い畜産経常を育成していく

ことが屯要になっております。このため、 'F

成9年 5Jj新たな愛祓裳業のビジョンを検討

するため、「新混業山し本政策検討会ふ」を発足

させ、平成10年度末を II途に、①新しい国際

環境に対応した愛緩牒業の構築、②魅）Jある

牒村社会の建設、③震業の振興及び牒村の発

展を基本に「新しい愛媛の展業ビジョン」の

策定に取り組んているところてあります。

（畜産謀藤lfJ 純）
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社団法人 日本緬羊協会

昭和21年3月に設如忍nJを受けた本協会は、

平成 8年に創ヽ 、t50/kl年を迎えて、 3月12「1に

1記念式典を栄行することがてきた。

この50年の間には頭数の極端な憎}JII、そし

て減少、紬'(-二:. 山や登録')'業の継JJ'(邪、協会

辿営に‘りたっては種々の経過を経て今IIにい

たっているが、これらについては既に本しも'94

年12月号において詳細に述べているのて、今

fwlは品近におけるめんf-.山fの情勢と協会

活動の音Iiを紹介して会員だよりとする。

最近のめん羊・山羊情勢

[ti: 界的には、めん平は11億頭前後を維持し、

IIJ洋はこの10年間に 2億頭増加して 6億 5T

ガ頭となっている。

我が国のめん淮の飼投頭数は、平成 9年2

｝］の統計ては16,300頭て、その52%が北海道

て、続いて東北、関束束山地方を含めて令体

の90%を占めている。［品種は肉用u的に飼育
されているサフォーク種が七てあるが、ほか

にも多数の種類が輸入されて、士別市の『Ill:

界の羊館』などのように枇界的に珍しい品種

が多く巌ぷされている施設もある。

山羊は、 28,500頭て｀、その大-~は沖縄見と）し

州の鹿児島、熊本の両県て｀飼育され、殆どが

肉用として消伐されている。かつては乳）IIと

して飼育されていたザーネン秤は頚数が減少

し、依然として長野、群馬の両見を中心に一

部の地}jの愛好者によって、その体型査質能

力等の維持改苦が図られている状態てある。

一方、山羊乳に対する関心も高く、水戸市

塁業公杜ては昭和61年度から ill羊を淋人して

飼育を始め、平成 3年 3月には山羊乳加「．場

r森のシェープル館』を完成して山羊乳100%

チーズ『シェーブル』を製造、販売している。

44 

また、府手県ては山やを伽l有して乳を見~

111)'.;: のミルクIt!さんサトピンくん』とし：

宮崎限ては比校的強健性に富んだアルバり

種を米国より輸人してザーネン秤と共に鮪

し、 やぎみる<.. を製造販んし、自然飲f;c

として注Liを比めている。

協会のめん羊・山羊の事業

ネットワーク整備事業

地）j競馬令,,,,協会の補助 ·J~業として平恥

年l父から開始しためん千オットワーク整計

業は、 7年度から 11」乍も加えて、めん羊・

Yミに関する梢報を広く収集して蓄柏すると，

に関係者に広く活用して項くこととしてし；

特定疾病対策事業

平成 8年3月、欧州においてめん羊0酎

てあるスクレイビーが原因と，思われる狂竹

が発表されて新肉の安令性が!illわれ、また

本国内てもめんr-にスクレィヒーが発生し:
この病気に対するイぐなが硲まったのて、こ．

パ女を払拭するために、梢報を収集し、・如

い知識を啓蒙汎リ及することとし、 9年疫U:

いてスクレィヒーとヨーネ病について資臣

収集し、手りI,りを作成し閲係行に配布をし::

交流会・展示会等の開催

平成 8年度からめんや ・山平交流会を開1I

し、広く関係者との梢報交換を図っている

めん羊ては、 8年度は北海道立滝川畜産、＇

験場と神Iidり、:'111!1牧場て`、 9年度は北悔•. 

、:i:滝川畜産試験場て開催した。山羊ては、：

• 9年度ともに家畜改良センター長野牧叱

間催し、めん f-・山洋関係者から人変好'~

得て今後も継続して開催する f定てある

また、めんやの広範な利活HIと、消費啓f

；坪及を図るために、羊毛f肉・守めん判難

品の展ぷ会を鉦年開催している。

（事務｝叫乏羽島櫛

,t;, 発技術 19姐 4月
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板庇 外茂雄（いたびさし ともお）む畜産技術協会

訊名は3年まえに、 60,:&て、つくばの家俗

制試験場から(t閻嘩技術協会に転じて以米、

2年3か月にわたり令,,わ伶岳関係場所」と会の

個 1、,Hi/:.して、 多くの場」はさんとこて芍祭い

tださました。その後も、 3)13111て‘ヽIJ協会

を去るまて、研究所だより笠々の｝姐乱の作成

にも大変おIll・話になりました。 ところて‘‘、 そ

のなかて、かなりの）j々 が、 {', 孔、ときに、 束

耀小f市にあった家畜衛牛試験場て‘長期研

屈うけておりました。すなわち、家畜保健

衛生9折出身の獣I笑師てあったわけて｀す。布行

,iごく短期間、牛化学研究宅におりましたの

て、直接にオ『い者f,i]Lとして、新米研究員と

應からの研修生は身近に働いておりました n

その後は、牛理関係のfi:'ドに転じましたのて‘‘

輯コースからはずれ、その研修講師になる

ことはめったにありませんてした。

しかし、喰行が仕休み時間の野球の時にキ

ッチャーをしておりましたのて、研究宅外て

桜することはてきました。 'it 行こ•'ときが、ホ

ジションを獲得するには、沿れて、疲れて、

輝なこのボジションあるのみて｀した。行い

とさから、日は左近視・右辿視て‘したのて‘‘

諏をはずし、マスクをかぶりボールがヒ°ッ

チャーの手を離れてしばらくは右IJて、ホー

ムベースに近づくと Jr:Liて‘‘判断し、途中は 9ぶ

けても、多分サインどおりに球はくるだろう

頃i.¥:してミットをかまえました。容易に愁

i伐てきるように、ビッチャーは、 fi州のとき

叶,]様に、サインどおりに従うことは100%な

（、そのおかげて` 箪者の右人染し指はiuJl11Iか

の突き指を経験し、 20歳初期以来変形したま

まとなりました。時には研修牛ビッチャーの

なかにIk]i本出場者がいて、その速球に打行共

ども fIをまわしました。

何十年かの後、 ru求がつき、若いときの面
彩をわずかに残して、官職の最終コースと思

われる地位につき、場所l.t会会員として総会

や役員会てお会いしたり、共に設林水産省や

つくばの研究所に陳梢（要咆）内を持参した

りしました。

ところて｀、その陳情についててすが、本誌

の8サ (1954年・ lJ J) に、つぎのような囲

み，］じ'Iiを発兄しました。「国の試験研究機関が

現在おこないつつある,il¥験研究のテーマとそ

の内容及び種畜牧場の概要を本誌て‘紹介しま

したが、それぞれの成行によって「このよう

な試験研究は重点的に取Lげ成果発表を促進

してはしい」とか「こういう試験研究をやっ

てもらいたい」とか「この研究はこのように

してみた）jがよいのてはないか」とか色々の

こ:・,{J;_見なりご感想がおありのことと想、います。

そこてこの際、‘片ti,岳技術連盟て‘‘は、 o)'c者諸

氏から、これらのこ:・、な兄を承り、その結果を

取りまとめ、本誌編集員会、理事会．節にはか

ったうえ、関係機関に陳梢して、今後国の機

関との密接な協力態勢をとって行きたいと思

；し、〗~三」：：：。三l-
45 



選択的拡大施策の一部見直しを

裳業）店本法にみられるように戦後、我が国 規校拡大の必要性も狸解すべきて‘｀あるが、柑

牒業は他,q~:1: との 'l:1栢 'I'生の格差及び従 ·J~行の 興施策が逆に地域社会の維持を困難にしてt

生活水準の格差足 lじを),~本理念に、 (1)ね業生 る要1人）の一つとなっているのてはないかと、

,iの選択的拡大、 (2)J;i 業総牛哨の増大、 (3)J;~ うことにも留紘すべきてある。

業経常規校の拡大＾、加の各種施策を通じて各種 11;J全体からみて、地域社会を流廃させては

牒業産品についての販躾が図られてきたとこ ならず、また畜1登関係者の寸．場からみても店

ろてある。 果的に指祁相手FMを減少させている現状には

1り実、こうした振飩施策により、俗陥につ 何か割り切れない思、いになることがある。

いても経'1吝；規校の拡人ー、生咲性の1f,1I・ ー官が進 従って、今後とも国内牛r足の大家は甚幹前

み、まだ—定の内外価格差はイi在するものの、な牒‘琢府によるべきとは考えるが、耕種齢、

相廿程度にまて沐各差足 Iじが進み、各畜産経営 畜種複合、 また兼業（第一種、第二種を含t・）

体の経常応盤も充長し、 'I::,梧供給される畜涅 を問わず、各種経常を一定の施策対象に即肋

物の価格・品質面ての.ll献は卜分に評価され 人れ、地域住民の収入手段を確保させる視点

てしかるべきてある＾ も必要てはないだろうか。

しかし、こうした［品の部分に対して、［会の 撤退または脱浴した牛産震＇家の雁用対策〇

部分についても一定のI又省を加える必災があ • . 面を有した大規校な公共・iり業を長期に旦っ

ろう。総牛r祖Irkは抒実に削加し、国民への食 て実施しているという面はないてあろうか。

糧の安定供給の役割について相‘りな実紐をあ 国の f-邸のよりhー効な活用を図ることと、

げている反面、農家'i数も行実に滅少してき 地域住民の裳業生産の担い手の一員及び構成
ていることも・ii実てある。この）j程式は、経 Hとしての誇りを失わせてはならない。

営規校の拡大と育種改艮布による生光性1f11f-_ , 片然、現在実施している中山間対策の概t

て‘‘一応の説明はてきる。このことを一が種の優 よりも相堺に踏み込むこととなるが・・・・"o

勝劣敗の経済原則に）1~ づき‘片然祝することは 畜咲技術者の一人としての所感てある

分かるが、 1:r1坦とすべきは、従米とも生産裳

家の大‘ぷは地域社会を構成する i要な地域住

民の一llてあるということてある。

農産物をはじめ各種r}低協を生庄、消伐する

とともに、学校、病院、商店、郵便局雰が成

'ヽlし得る地域社会を維持していくためには、

一定数以上の地域住民数が必要となることて

ある。

選択的拡大をするためには専業経常による _.,  

46 

(H, s 

--~ 



頗協力：人の動き

1997. 9月補足~1998.1月

(1997. 9月補足）

4. 1~ 査団（フロ技）の派遺

「タイ・東北タイ牧草種子生産

開発計画」事前調査団

し武岡 義武「総括／飼料作物」

（家畜改良センター長野牧

場）

ぽ村聡「品質管理」（家畜改

良センター）

3金澤正尚「牧草種子生産調

整」（畜産局自給飼料課）

平成9年9月 1日~9月12日

5. 調査団（開発調査）の派遺

ツ「メキシコ国タハチュラ地域農

牧晨村総合開発計画」事前調査

団

英賀正之「畜産」（家畜改良セ

ンター）

平成9年9月22日~10月4日

(1997年10月）

I. ブロ技短期専門家の派遺

「中国内蒙古乳製品加工技術向

上計画」

「乳業機械」佐々 木 秀志（畜

産技術協会登録専門家（明治乳

莫））

平成9問10月27日~II月27日

「タイ国立家畜衛生研究所計画

フェーズ2」

「病性鑑定（病理診断）」安藤 巧

(~ 取県倉吉家畜保健衛生所）

平成9年10月30日～平成10年 1

月29日

2. 1翻）長期専門家の派遺

匿層協力傭耀

℃シリア国「チーム派遣（動物医

薬品品質検査改善）」派遣期間の

延長

高橋雄二（閲畜産生物科学安

全研究所）

平成 7年10月15日～平成 9年10

月14日から 6ヶ月間（平成10年

4月14日まで）の期間延長

3. 調査団（フロ技）の派遺

「中国・黒竜江省酪農乳業発展

センター計画」事前調査団

1「総括／飼料生産」栗本共
明（家畜改良センター）

2「乳製品製造」下村勝治（畜

産技術協会登録専門家（雪印

乳業））

平成 9年10月23日~II月6日

(1997年11月）

I. フロ技長期専門家の派遣

「パングラデシュ家禽管理技術

改良計画」

「家禽疾病」吉村政雄（畜産

技術協会登録専門家）

平成 9年11月26日～平成11年11

月25日

2. フロ技短期専門家の派遺

、、 「インドネシア・酪農技術改善

計画」

「搾乳衛生管理」岡村一也（家

畜改良センター）

平成 9年11月 1日~12月26日

3. 個別短期専門家の派遺

フィリピン・セミナー「家畜繁

殖育種」

小島敏之（家畜改良センター）

松川 正（（扮畜産技術協会）

平成9年11月 1日~II月14日

4. 調査団（プロ技）の派遺

(.)「ホンテュラス養豚開発計画」

終了時評価調査団

(l)「家畜衛生」樺山 洋吉（家

畜改良センタ一宮崎牧場）

2, 「飼養管理」鹿又巌ー（家

畜改良センター茨城牧場）

{J)「繁殖改良」関川 寛巳（畜

産局畜産経営課）

平成 9年II月30日~12月14日

(1997年12月）

I. フロ技長期専門家の派遣

( 「パングラデシュ家禽管理技術

改良計画

「リーダー／飼養管理」岩間 達

夫（畜産局付）

平成 9年12月2日～平成II年12

月 1日

2. 調査団（フロ技）の派遣

「パナマ家畜生産性向上計画」

実施協議調査団

① 「総括」織田 信美（家畜改

良センター奥羽牧場）

＠「家畜衛生」佐藤剛（家畜

改良センター）

平成 9年12月2日~12月12日

0 「中国河北省飼料作物生産利用

技術向上計画」巡回指導調査団

(})「総括／栽培管理」鵜飼 昭

宗（家畜改良センター十勝牧

場）

② 「収種・調製•利用」古沢 敏

（家畜改良センター熊本牧

場）

平成 9年12月7日~12月19日

(1998年1月）

I. フロ技短期専門家の派遺

0 「ホンデュラス・養豚開発計画」
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「機材保守管理」下川原 勉 （家

畜改良センター茨城牧場）

平成10年 1月16日~3月31日

（ 「タイ・中部酪農開発計画」

「飼養管理（体型審査）」佐藤末

太郎 （（初日本ホルスタイン登録

協会）

平成10年 1月19日~3月8日

し 「タイ・中部酪農開発計画」

地方だより

澄
ササニシキから茂重波…

宮城県は、奥羽山脈から太平洋

に向けて耕土が広がる穀倉地帯で、

ササニシキの故郷として知られて

います。恵まれた気候風土は、米

作りのみならず、その飼養規模は

必ずしも大きいとはいえませんが、

ササニシキのわらを粗飼料や敷料

とし、茂重波で有名な肉用牛をは

じめ、乳用牛、豚そして採卵鶉、

プロイラーが飼養され、いずれも

全国20位以内の飼養頭羽数に入っ

ています。

そうした反面、消費地としての

人口 100万人政令都市の仙台市を

抱えるなど面白い性格を有してお

ります。仙台が東北の拠点都市で

あることから、宮城県畜産技術連

盟の会員は、東北農政局生産流通

部畜産課をはじめ、宮城県農政部、

畜産試験場、家畜保健衛生所、大

学等いずれも公務員と呼ばれる方

々で構成されております

（畜産課飯渕良廣）
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「飼養管理 （熱帯）」田中 正仁

（九州農業試験場）

平成10年 1月30日~3月15日

2. 個別短期専門家の派遺

メキシコ「ニューカ ッスル・サ

ルモネラ診断」

稲毛 幹雄 （千葉県家畜衛生研

究所）

平成10年 1月5日~3月25日

~ 
家畜センター堆肥化ブラント

調に稼働

本県では、 2010年における農薬、

化学肥料の使用量のSO%削減を目

標に、「彩の国有機100倍運動」を

展開し、有機性未利用資源の地域

リサイクルの構築と有機農業の振

興に取り組んでいます。

同運動の展開に当たり、家畜ふ

ん尿、食品加工残浚や生ゴミなど

地域で排出される有機性未利用資

源の堆肥化による「リサイクルシ

ステムの確立」を促進するため、

畜産センターの堆肥化プラントで

堆肥製造技術の確立を図るととも

に、フラントの実証展示を行って

います。

堆肥製造技術の実証試験は咋年

6月から始め、これまでに家畜ふ

ん、コーヒー粕、ウーロン茶粕、

籾がら、おがくず、大麦わら、刈

草、大根漬物くずをフラントに投

入し、堆肥化が順調に行われるこ

とを確認しました また、生産し

シリア「チーム派遣 （動翻

品品質検査改善）」

関谷 辰朗（動物医薬品検炉

平成ID年 1月13日~3月31E

) フ ィ リヒ ン 「家畜検疫捐阻~-． 
善」

島田 時博 （動物検疫所屈ミ

所）

平成10年 1月15日~4月14:

た堆肥による農作物栽培因約

施していますが、化学肥料キ~·

堆肥施用区は化学肥料区にKぺ

そん色のない生育となってい；•

また、昨年12月からはオフィ］

ら出されるシュレッダー〈ずt

料とした堆肥化試験を開始し1

り、今後も県内の外食産集の

くずや街路樹等の剪定枝など

る試験を予定しています。

（畜産課佐竹音

~ 
／ 「さぬきっ子畜産ふれあいブ：

スダ97」の開催

本県では、平成8年度か味

の子供たちに家畜・畜産へ1/)~{
を深めてもらうため、「さぬき,:

畜産ふれあいフェスタ」を印

ております。

平成 9年 9月に「さぬき子¢

国」で開催したところ、今彫

回目ということもあり、約孤

人もの人出があり盛況に終わ,.:

した。

“技術 1998年4月！



このふれあいフェスタでは、「讃

註」、「讃岐コーチン」、「讃岐黒

豚」という讃岐三畜等の動物を間

近で骰ることができる「ふれあい

鵠、讃岐牛、讃岐コーチンや乳

製品の試食・飲食コーナー、 Jピ

ーフの普及宣伝コーナーなどのほ

か、畜産加工品の手作りや電動馬

ポコちゃんの乗馬体験、畜産・ 畜

産物のクイズラリーなどのイペン

トを行いました。

讃岐牛の丸焼き試食コーナーな

どでは長蛇の列ができ、おいしい

お肉に舌鼓、畜産加工品の手作り

体験は、たのしさ一杯という感じ

でソーセージ作りに挑薮するなど、

各コーナー大勢の家族連れでにぎ

わいました。

（畜産課 合田 憲功）

····-·----·-·-·------今--一------ー・·---ヽ~今--、· - ----- - -今-------- -- 鴫· --- ---- -今 -- -- ---- ---- ----今--------今-----
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フロクラムフリーザーET-lN
●高性能と使い易さで多くのユーザーから信頼を受けたET-1

が小型，卓上型になりました。

●温度プログラムは7バターン設定可。
• ET-lN専用の植氷・凍結用ラック標準装備。
• ポーズ機能，その他各種機能付。

-

植氷．凍結用 よこ置き ・たて置き両用

専用ラ ック l ステンレススチール製
0. 25m£ スト ロー管xzo本

外寸法 454 X 650 X 44Qmm(W •D•H) 

消贄電 力 I .5kVA 

電 源 ACIOOV 50/60Hz 

重 量約45kc,

コンセント 15A用コンセント仕様

FH員臣喜品百□塁門喜芸
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